


 ー ンスリー ッ ー

ー ー 語 う し  ー ー し う

上の をご ください。これらの は、 年１

ら１２ まで、ア リ のフロリ オーラ

ンドで された国際協 会（ バ ー クトが バ

ーに するための 件となる 会）での で

す。世界 の地区 バ ー クト（世界 では 地

区、そのうち 本では３ 地区）と ート ーが参加し

ますので、１０００ 規模の会合ですが、 は っ

と 会、 らは ー ーの５ 間です。

　　 の は、 の 会での様子です。 会の

プログラムの には、大きな会 で１０００ 度が

ス ーチを く 間 も りますが、 のように

リー ーの仕 りで、２０ 度に分 れて 会

をする 間 も ります。ちなみに、 の りの

は、 当 バ ーの さ で、 たちの年

度の バ ー会会長（ 年の バ ー会会長は、

と の バ ーが 年で めます）です。ちな

みに、おそ いの ージ のブ ーが たちの バ

ー年度のチームブ ーです。

　　そして、 の は、 らの ー ーでの

です。 ー ーの で り合った の

バ ー クトは、 たちに ち うな 本 で話

し けてくれました。高 生のときにロータリーの

学生として 本に 在し、大学生のときには

奨学生として 本に 在した、ロータリーと 本に

していると しそうに ってくれたのです。 っと

いう間にうち解けて、 しましたが、世界をつ

な 「ロータリー」という ー ードの ーを し

ました。

　　これ らも、 の ではその 々の を し、

その に「ロータリーを う そして ロータリーを し

もう」との地区基本 を しますのでお しみに。

　会員 田 ガバナー

　　 は、国際ロータリーの「会員 ・ クラブ 成

推進 間」です（ロータリーの特 間・ 間・ につ

いては、３ の「 バ ーは る」をご参 ください）。

国際ロータリーが、年度の い に「会員 」を

していることは、ロータリーを し させてい

くためには、会員 が で ることを意 していま

す。ロータリーを り合い し 間を やすことが、

クラブ活 には なのです。

　　第２ ００地区でも、会員 は の です。

そこで、 は、本年度、「各クラブ１ 以上、地区内５０

以上の 」を します。

　　７ ら１０ までの 間を、「会員

間」として、各クラブとの連携を にして、なるべくは

この 間 に「各クラブ１ 以上、地区内５０ 以上の

」を するようにします。

　　そして、１１ の地区大会（１１ １２ の の

）で、 会員に各クラブ会長とともにス ージに

して頂き、会員 員での 迎セ ーを いたし

ます。

　　 年度に けた の地区 ・協 会では、「ロー

タリークラブに う」（ ル ッサンス ）の

で ります 久 スト バ ー（第２ ０地区

スト バ ー　高 ）を に迎えて、「ロータ

リーを う そして ロータリーを しもう」という

で、ロータリーの会員 の意 についてご い

ただきました。 らしい でした。それは、「会員

」を ー にしたご で ったにも関わら 、

に会員 の を べ立てたものではなく、

し 、「ロータリーの 力をどのように人に える 」、

「 分の しているロータリークラブを 会員 補

にどのように に できる 」こそが重要だとい

うことを 々と いてくださいました。そのお話の内

は、 いている たちにロータリーの 力、

を し しと えてくれました。

　　会員 という 、手 にとらわれ 、 に、「ロー

タリーとは 」、「ロータリーの 力はどこに る

」、こ な基本的なとこ らアプローチすること。

会員 の も大 な心構えがここに ると は思い

ます。

　　１１ １２ の地区大会（ の ）には、 度、

久 スト バ ーにおいでいただき、会員 の、

そして、ロータリーの ッセンスを ５分で分 りや

すくお話しいただきます。 う、ご 。

　 上 語 上

　　地区内（ 内） を 域として、し も、地区内（

内）だけで する たち るさと の母なる 「

上 」の 、それが「それ れの 上 」

です。地区内の「ロータリー奉仕 ー」としての

で り、１０ １ を 施 の基本として、ご準備

されている と思います。

　　１０ １ の ら７ まで、 の高

そばの 上 るさと 合 内で第 グ

ループの「それ れの 上 」 が されま

す。その 、 ７ ら、 度は の 上

地内で第５グループの「それ れの 上 」

が されます。

　そこで は考えました。第 グループの ら

第５グループの までは、 上 で下ればわ

３ ロ りの です ら、ここは 下りで 動し

ようと。 などの でない り、 とスタッフ

が、 ム ート２ に って「 上 下り」をし

て、会 を 動します。どう 、 ってやってください。

　 大会 会 ー

　　１１ １２ ら されます地区大会の大

会（会 は ル トロポリタン ）では、以下の

ことを いたします。

　　 バ ーが 会の と をします。 会 ら

　　３分 には します。

　　 年 めに られる会員も いらっし います

　　ので、 会 ら１ 間以内に 分に で べ、

　　 しめるように、 も も も、 設 し

　　ます。

　　 奉仕の 環として、地区内ロータリアンの

　　ての の 本 を、 用のこも とともに提

　　供します。 在 している地区内ロータリアン

　　関 の は以下の１３ です（それ以 にも れ

　　ばご ください）

を うを う
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くためには、会員 が で ることを意 していま

す。ロータリーを り合い し 間を やすことが、

クラブ活 には なのです。

　　第２ ００地区でも、会員 は の です。

そこで、 は、本年度、「各クラブ１ 以上、地区内５０

以上の 」を します。

　　７ ら１０ までの 間を、「会員

間」として、各クラブとの連携を にして、なるべくは

この 間 に「各クラブ１ 以上、地区内５０ 以上の

」を するようにします。

　　そして、１１ の地区大会（１１ １２ の の

）で、 会員に各クラブ会長とともにス ージに

して頂き、会員 員での 迎セ ーを いたし

ます。

　　 年度に けた の地区 ・協 会では、「ロー

タリークラブに う」（ ル ッサンス ）の

で ります 久 スト バ ー（第２ ０地区

スト バ ー　高 ）を に迎えて、「ロータ

リーを う そして ロータリーを しもう」という

で、ロータリーの会員 の意 についてご い

ただきました。 らしい でした。それは、「会員

」を ー にしたご で ったにも関わら 、

に会員 の を べ立てたものではなく、

し 、「ロータリーの 力をどのように人に える 」、

「 分の しているロータリークラブを 会員 補

にどのように に できる 」こそが重要だとい

うことを 々と いてくださいました。そのお話の内

は、 いている たちにロータリーの 力、

を し しと えてくれました。

　　会員 という 、手 にとらわれ 、 に、「ロー

タリーとは 」、「ロータリーの 力はどこに る

」、こ な基本的なとこ らアプローチすること。

会員 の も大 な心構えがここに ると は思い

ます。

　　１１ １２ の地区大会（ の ）には、 度、

久 スト バ ーにおいでいただき、会員 の、

そして、ロータリーの ッセンスを ５分で分 りや

すくお話しいただきます。 う、ご 。

　 上 語 上

　　地区内（ 内） を 域として、し も、地区内（

内）だけで する たち るさと の母なる 「

上 」の 、それが「それ れの 上 」

です。地区内の「ロータリー奉仕 ー」としての

で り、１０ １ を 施 の基本として、ご準備

されている と思います。

　　１０ １ の ら７ まで、 の高

そばの 上 るさと 合 内で第 グ

ループの「それ れの 上 」 が されま

す。その 、 ７ ら、 度は の 上

地内で第５グループの「それ れの 上 」

が されます。

　そこで は考えました。第 グループの ら

第５グループの までは、 上 で下ればわ

３ ロ りの です ら、ここは 下りで 動し

ようと。 などの でない り、 とスタッフ

が、 ム ート２ に って「 上 下り」をし

て、会 を 動します。どう 、 ってやってください。

　 大会 会 ー

　　１１ １２ ら されます地区大会の大

会（会 は ル トロポリタン ）では、以下の

ことを いたします。

　　 バ ーが 会の と をします。 会 ら

　　３分 には します。

　　 年 めに られる会員も いらっし います

　　ので、 会 ら１ 間以内に 分に で べ、

　　 しめるように、 も も も、 設 し

　　ます。

　　 奉仕の 環として、地区内ロータリアンの

　　ての の 本 を、 用のこも とともに提

　　供します。 在 している地区内ロータリアン

　　関 の は以下の１３ です（それ以 にも れ

　　ばご ください）

第１グループ

第２グループ

第３グループ

第 グループ

第５グループ

第 グループ

・ （ 長　 ）

・ （ さ 　 目 ）

・ （ 野さ 　 ）

・ （ さ 　 ）

・ （ 社長　 根 ）

・ （ さ 　 ）

・ （和 さ 　 ）

・ （ さ 　 ）

・ （ さ 　 ）

・ （ さ 　 ）

・ （ さ 　 国 ）

・ （ さ 　高 ）

・ （ さ 　高 ）

し を し うし を し う



ロータリーの「特別月間・週間・日」

　ク ブだけでなく、ロータリー会員一人ひとりが、ロータリーの活 に をもって に でき

るよう、 ロータリー理事会は、 のような「 月 日」を めています。

　「 月 日」を しなが 、ク ブ活 の活 を っていきたいものです。

　なお、「 」は日本 自の 月 を します。

ガバナーは語る

特 別 月 間 ・ 週 間 ・ 日 Month / Week / Day

分 の 月      

会員 新ク ブ 月
     

分 基本 と 上月
     

ロータリーの 月   

7月

ロータリー 月      11月

職業奉仕月    1月

分 と 生月      3月

 月   4月

年奉仕月    5月

ロータリー 活 月    

　 ロータリー 8 020　2022年10月 理 員会会合、 14 ）

6月

8月

分 と 月  
    

12月

分  平 築と 月
    

2月

ロータリー 念日 世 理 と平 の日
      

2月23日

分 社会の 月
     

米 月  

ロータリー     

10月

10月7日を
（月 日 日まで）

世 ンターアク    
11月5日を

（月 日 日まで）

世 ローターアク    
3月13日を

（月 日 日まで）

9月
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　ク ブだけでなく、ロータリー会員一人ひとりが、ロータリーの活 に をもって に でき

るよう、 ロータリー理事会は、 のような「 月 日」を めています。

　「 月 日」を しなが 、ク ブ活 の活 を っていきたいものです。

　なお、「 」は日本 自の 月 を します。
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特 別 月 間 ・ 週 間 ・ 日 Month / Week / Day
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分 基本 と 上月
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　 ロータリー 8 020　2022年10月 理 員会会合、 14 ）

6月

8月

分 と 月  
    

12月

分  平 築と 月
    

2月

ロータリー 念日 世 理 と平 の日
      

2月23日

分 社会の 月
     

米 月  

ロータリー     

10月

10月7日を
（月 日 日まで）

世 ンターアク    
11月5日を

（月 日 日まで）

世 ローターアク    
3月13日を

（月 日 日まで）

9月

地区委員会を積極的に活用しましょう！

　 員会

　　 ーとして、 員長に のことをお いしております。

　　 ク ブの皆さまは、 員会を に活 してください。

　　（ ）ク ブ活 のために

　　　　 員会は、 ー と して、 ーが した 基本方 び 基本方 に

　　　基づく 事 を 行に します。

　　　　ロータリー活 の基本はそれ れのク ブにあり、ク ブの活 こそがロータリーの活 の

　　　 となりますが、 員会の役 と 務は、ク ブの活 のためにク ブを することにあ

　　　ります。

　　（ ） に会員 の ないク ブのために

　　　　 の 年 月 日 での会員総 は （うち、 会員 ）。

　　　 ク ブ は ですか 、ク ブ会員 の平 値は （ ）です。そして、 に

　　　は の会員 のク ブが あります。そのうち、 の会員 のク ブも あ

　　　ります。

　　　　 員会は、 に、これ の会員 の ないク ブの 営や活 を になって すること

　　　で、 てのク ブの活 、そしてロータリー の活 を ることを に活 してく

　　　ださい。

  員会

　　　 員会は、ク ブを する方 によって、 、 の つのタ に分け れることを に、

　　 ーとして のことを 員長にお いしております。

　　　 ク ブの皆さまは、 員会の つのタ の いを して、 員会を に活 し

　　てください。

　　（ ） の「ク ブ奉仕 員会」、「会員 員会」、「職業奉仕 員会」、「 年奉仕 員会」、「 奉仕

　　　 員会」、「 奉仕 ロータリー 員会」などの は、ク ブ自 の効果 な 営や活 を

　　　 することにあります。

　　　　 ク ブの する 員会における活 の や を し、 ク ブ での な活

　　　 やそのための効果 な 、 などを したり、 したりすることが です。 ク ブ

　　　か の や に に し、 ク ブの を してください。

　　　　「 奉仕 員会」 び「 奉仕 ロータリー 員会」につきましては、 ク ブの 奉仕

　　　活 や 奉仕活 を する ー としての、 の「 」 び「 ロー 」の受

　　　 となりますので、その 分な もお いします。

　　（ ） の「 ンターアク 員会」、「ローターアク 員会」、「 員会」、「 年 員

　　　会」、「米 米 員会」、「ロータリー 員会」などの は、 ク ブが や 、

　　　ロータリー などの ロ に するよう し、 することにあります（ には、ロー

　　　ターアク 員会に しては、 年か はローターアク は が する ロ では

　　　なく、 したク ブとなりましたので、その が 務ということになります）。

　　　　 の ロ の や を し、 な活 を したうえで、 ク ブに

　　　 に しても い、 ロ 行を することが です。

　 員会 方

　　　 員会の年 活 方 は、 以 の 員会活 方 をご ください。

　　　 ク ブの皆さまは、 ク ブの活 方 （ 営方 、ク ブ ）を 行する に、 員会の

　　ア ア、 、 ン など、「 員会の活 」の を いに取り入れて、 員会を

　　 に活 することで、ク ブの活 を ってください。

ガバナーは語る

地区 員会を に しましょう！



地区委員会活動方針

　１　 ガ の

Ⅱ　 員会

　ロータリアンは、クラブ内で をもとにして

・ して奉仕の理 を学 ので り、この

クラブの内なる奉仕をクラブ奉仕といいます。クラブ

の では奉仕の理 を学び奉仕の心を 成する。これ

がクラブ奉仕で り、クラブの では、奉仕の心を、

奉仕、社会奉仕、国際奉仕、そして 年奉仕と

して する。これがロータリー活動です。

　そうしますと、ロータリー活動の基本はクラブ奉仕

に り、そして、クラブ奉仕の基本は 会に ります。

、そして、 の としての 会の重要 を

理解し、 した 会 の 、 上のため

の を に考えてみまし う。

　クラブ奉仕の意義（クラブとクラブリー ーはクラブ

会員に対して「 と学びの 」を提供する義 を い、

クラブ会員はこれを 活用する を う）や目標を

しっ りと理解し、クラブ活 への具体的プランの

定、「クラブ戦 」の 定をしてください。

　その際、 のロータリー戦 との整合 にご

ください。

　クラブの活 を るうえで、 の の動 で

る「クラブ の 」にも 分ご ください。

　地区クラブ奉仕委員会の するセ ーなどにご

参加頂くとともに、積極的にクラブの卓話を要請する

などして、地区クラブ奉仕委員会を積極的にご活用く

ださい。

　ガバナー 員 ー

委員長

野　
（ ＲＣ）

ラ 委員会

員会 方

　 の 情報ば りでなく、各クラブの活動

などの なロータリー情報をお いに し、

することを して、クラブの活 を りまし う。

　ま は、「 」への を行いまし

う。

　 イロータリーは、ロータリーの 在を り、学び

を深めるうえで せないリ ースで るというだけ

でなく、 にロータリー活動を行う際の「プラット

フ ーム」としての や を備えつつ ります。こ

れにアクセスできなくては、ロータリー活動を 果的

に行うことが しくなりつつ り、ロータリアンで

りながら、ロータリー ら されることにさえなり

ない です。

　２０２３年１ 点での、第２ ００地区内の「

　ガバナー 員 ー

委員長

　　博
（ ＲＣ）

ロー リー 委員会

　 年度に 成した「クラブ奉仕 イドブック」をさ

らにブラッシ アップして、改 を し、地区

クラブ奉仕委員会 の情報として各クラブに

します。

　この「クラブ奉仕 イドブック」は、 会 の い会

員を め、 くロータリアンにロータリー活動の基礎

となる「クラブ奉仕」について学 でいただくための

ールとして活用していただくことが です。

　当委員会では、改 を て、地区クラブ奉

仕委員会委員が意識、 識を することによ

　２　 の と各 の の

　

　３　 ナーの

り、卓話要請の対応に備えるとともに、委員の

ルアップを り次 委員長の に備えることも

次的な目的としています。

　 グループ９ の バ ー補 の 々と連携しな

がら、各クラブに当委員会 らの卓話要請と、「クラ

ブ奉仕 イドブック改 」の情報の周 を すと

ともに、 の「ロータリー戦 との整合 」、

さらには、「クラブ の 」に関しても的 な

アドバイスをすることで、各クラブが 会を さ

せ、クラブを活 させることを支援します。

　ロータリー活動に対する たな意 を すべ

く、 したクラブ奉仕セ ーを します（第

を７ ２３ に しました。 、ご報告いた

します）。

　セ ーをより なものにするために、ロータ

リー情報委員会、会員 委員会、 イ ージ委

員会、 奉仕委員会など地区の他の委員会とも連

携して、「クラブ活 セ ー」としての も

します。

」の は ２０ ーセントに 、

国的（ 国平 ５ ーセント）にも大きく れを

とっております。是非、各クラブでの積極的な （ク

ラブで、そして会員各 で）をお いします。

　次に、高度情報 社会の リットを すべく、地

区 ーム ージのさらなる を目指しますので、地

区 ーム ージを当地区内で「プラットフ ーム」とし

て積極的に活用してください。また、 等の

な ールの活用についてもご協力をお いします。　

　 年度 ら まった「地区 」は、 の

動 での バ ー の他、その 々の地区内活動報告、

などの の情報を に携 話で 手するこ

とが な、極めて な ールで ることが で

きます。２０２３年２ 点でのフ ロ ー が２

（ １ ーセント）にす ないことは、もっ

たいないことです。 な地区内ロータリ

アン 員の を目指しまし う。

地区委員会活動方針

　 の 情報ば りでなく、各クラブの活動

などの なロータリー情報をお いに し、

することを して、クラブの活 を りまし う。

　ま は、「 」への を行いまし

う。

　 イロータリーは、ロータリーの 在を り、学び

を深めるうえで せないリ ースで るというだけ

でなく、 にロータリー活動を行う際の「プラット

フ ーム」としての や を備えつつ ります。こ

れにアクセスできなくては、ロータリー活動を 果的

に行うことが しくなりつつ り、ロータリアンで

りながら、ロータリー ら されることにさえなり

ない です。

　２０２３年１ 点での、第２ ００地区内の「

」の は ２０ ーセントに 、

国的（ 国平 ５ ーセント）にも大きく れを

とっております。是非、各クラブでの積極的な （ク

ラブで、そして会員各 で）をお いします。

　次に、高度情報 社会の リットを すべく、地

区 ーム ージのさらなる を目指しますので、地

区 ーム ージを当地区内で「プラットフ ーム」とし

て積極的に活用してください。また、 等の

な ールの活用についてもご協力をお いします。　

　 年度 ら まった「地区 」は、 の

動 での バ ー の他、その 々の地区内活動報告、

などの の情報を に携 話で 手するこ

とが な、極めて な ールで ることが で

きます。２０２３年２ 点でのフ ロ ー が２

（ １ ーセント）にす ないことは、もっ

たいないことです。 な地区内ロータリ

アン 員の を目指しまし う。

　　 の 情報ば りでなく、各クラブの活動

などの なロータリー情報を し、 す

ることを して、クラブの活 を ることを支援

します。

　　また、クラブや各会員が、ロータリーを学 ため

に 立つ情報も に取 できる体制を整え、「学

び」を支援します。

　　 イロータリーの 用 をさらに 報していくと

ともに、 などの支援を行いながら、クラブ

及び会員各 の イロータリーへの を推進して

いきます。

　　高度情報 社会の リットを すべく、地区 ー

ム ージのさらなる を目指す 、 年度 ら

本格的に 用している地区 や

のさらなる を目指し、皆さまの活用を

推進していきます。

　　 奉仕委員会など他の地区委員会と協力して、

ロータリーの目的、ロータリーの 、ロータリー

の の など、ロータリーについて り合い学

べるセ ーを します。

　　地区 イ ージ委員会とも連携しながら、ロー

タリー情報の を推進し、ロータリーの認

度、 イ ージの 上を ります。

　１　 情報の提供

　２　 Ｒ の 進

　３　 ー ー
　 の ー の 用

４　 ナーの

　 の情報

Ⅱ　 ー ー 員会

　ロータリーを り合い し ことで、ロータリアン

としての活力が につきます。活力 るロータリアン

が いクラブは、組 としての活力も します。その

ような 環の で、さらにクラブの活力を 大させ

るとともに、 分 の活力を 大させるために、ロー

タリーを り合い し 間を やしまし う。

　つまり、ロータリーを り合い し 間を やす

ことが、クラブ活 には なのです。

　そして、会員 は、クラブの組 そのものに関わ

ることです ら、クラブ内の 当委員会だけの で

はなく、クラブ 体で対応すべき活動で ることを認

識する 要が ります。

　その際には、 イロータリーなどの ールを積極的

に活用し、世界 の 間とつながり、世界 の 間の

アイ ア、 情報を積極的に取り れまし う。

　また、 存会員、特に 会 の い会員の 会をい

にして防 ことができるの 、 こそ、その対 を

に考えてみまし う。ここでも、世界 の 間の

アイ ア、 情報がきっと に立つは です。

　地区会員 委員会の するセ ーなどにご参

加頂くとともに、積極的にクラブの卓話を要請するな

どして、地区会員 委員会を積極的にご活用ください。

　ガバナー 員 ー

委員長

　
（ ＲＣ）

会員 委員会

　 会員の 大と 会防 に けて、 イロータ

リーの情報や地区内成 なども まえて、

会員 けクラブ内セ ーの アルや

会防 のための具体的アイ アなどを り だ

子「会員 」を します。

　上 １の 子を ストにした会員 セ ー

を します。

　セ ーをより なものにするために、クラブ

奉仕委員会、ロータリー情報委員会、 イ ージ

委員会、 奉仕委員会など地区の他の委員会とも

連携して、「クラブ活 セ ー」としての も

します。

１　 員 の

２　 員 ナーの

Ⅱ　 会員 員会 方

「各クラブ１ 以上、地区内５０ 以上の 」を

します。

７ ら１０ までの 間を、「会員

間」として、各クラブとの連携を にして、なるべく

はこの 間 に「各クラブ１ 以上、地区内５０ 以

上の 」を するようにします。

　１１ の地区大会（１１ １２ の の ）で、

会員に各クラブ会長とともにス ージに して

頂き、会員 員での 迎セ ーを いたします。

　 年度同様、本年度も、クラブ ら要請が れば、

会員 に関する卓話に で います。クラブの会

員 の ールの つとしてご 用ください。

　「ロータリークラブに う」の で る 久

（第２ ０クラブ地区 スト バ ー　高

）は、会員 の目的は してクラブの会員

を やしたいだけの安 な目的ではなく、 重要

な目的は、「ロータリークラブに ることがどれだけ

本人のためになるの をその本人 が理解してく

れることで り、それこそがクラブへの奉仕、地域

社会への奉仕、その人への奉仕だ」とおっし います。

この い いを卓話の でお えできればと思って

おります。
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　１　 ガ の

Ⅱ　 員会

　ロータリアンは、クラブ内で をもとにして

・ して奉仕の理 を学 ので り、この

クラブの内なる奉仕をクラブ奉仕といいます。クラブ

の では奉仕の理 を学び奉仕の心を 成する。これ

がクラブ奉仕で り、クラブの では、奉仕の心を、

奉仕、社会奉仕、国際奉仕、そして 年奉仕と

して する。これがロータリー活動です。

　そうしますと、ロータリー活動の基本はクラブ奉仕

に り、そして、クラブ奉仕の基本は 会に ります。

、そして、 の としての 会の重要 を

理解し、 した 会 の 、 上のため

の を に考えてみまし う。

　クラブ奉仕の意義（クラブとクラブリー ーはクラブ

会員に対して「 と学びの 」を提供する義 を い、

クラブ会員はこれを 活用する を う）や目標を

しっ りと理解し、クラブ活 への具体的プランの

定、「クラブ戦 」の 定をしてください。

　その際、 のロータリー戦 との整合 にご

ください。

　クラブの活 を るうえで、 の の動 で

る「クラブ の 」にも 分ご ください。

　地区クラブ奉仕委員会の するセ ーなどにご

参加頂くとともに、積極的にクラブの卓話を要請する

などして、地区クラブ奉仕委員会を積極的にご活用く

ださい。

　ガバナー 員 ー

委員長

野　
（ ＲＣ）

ラ 委員会

員会 方

　 の 情報ば りでなく、各クラブの活動

などの なロータリー情報をお いに し、

することを して、クラブの活 を りまし う。

　ま は、「 」への を行いまし

う。

　 イロータリーは、ロータリーの 在を り、学び

を深めるうえで せないリ ースで るというだけ

でなく、 にロータリー活動を行う際の「プラット

フ ーム」としての や を備えつつ ります。こ

れにアクセスできなくては、ロータリー活動を 果的

に行うことが しくなりつつ り、ロータリアンで

りながら、ロータリー ら されることにさえなり

ない です。

　２０２３年１ 点での、第２ ００地区内の「

　ガバナー 員 ー

委員長

　　博
（ ＲＣ）

ロー リー 委員会

　 年度に 成した「クラブ奉仕 イドブック」をさ

らにブラッシ アップして、改 を し、地区

クラブ奉仕委員会 の情報として各クラブに

します。

　この「クラブ奉仕 イドブック」は、 会 の い会

員を め、 くロータリアンにロータリー活動の基礎

となる「クラブ奉仕」について学 でいただくための

ールとして活用していただくことが です。

　当委員会では、改 を て、地区クラブ奉

仕委員会委員が意識、 識を することによ

　２　 の と各 の の

　

　３　 ナーの

り、卓話要請の対応に備えるとともに、委員の

ルアップを り次 委員長の に備えることも

次的な目的としています。

　 グループ９ の バ ー補 の 々と連携しな

がら、各クラブに当委員会 らの卓話要請と、「クラ

ブ奉仕 イドブック改 」の情報の周 を すと

ともに、 の「ロータリー戦 との整合 」、

さらには、「クラブ の 」に関しても的 な

アドバイスをすることで、各クラブが 会を さ

せ、クラブを活 させることを支援します。

　ロータリー活動に対する たな意 を すべ

く、 したクラブ奉仕セ ーを します（第

を７ ２３ に しました。 、ご報告いた

します）。

　セ ーをより なものにするために、ロータ

リー情報委員会、会員 委員会、 イ ージ委

員会、 奉仕委員会など地区の他の委員会とも連

携して、「クラブ活 セ ー」としての も

します。

」の は ２０ ーセントに 、

国的（ 国平 ５ ーセント）にも大きく れを

とっております。是非、各クラブでの積極的な （ク

ラブで、そして会員各 で）をお いします。

　次に、高度情報 社会の リットを すべく、地

区 ーム ージのさらなる を目指しますので、地

区 ーム ージを当地区内で「プラットフ ーム」とし

て積極的に活用してください。また、 等の

な ールの活用についてもご協力をお いします。　

　 年度 ら まった「地区 」は、 の

動 での バ ー の他、その 々の地区内活動報告、

などの の情報を に携 話で 手するこ

とが な、極めて な ールで ることが で

きます。２０２３年２ 点でのフ ロ ー が２

（ １ ーセント）にす ないことは、もっ

たいないことです。 な地区内ロータリ

アン 員の を目指しまし う。
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　 の 情報ば りでなく、各クラブの活動

などの なロータリー情報をお いに し、

することを して、クラブの活 を りまし う。

　ま は、「 」への を行いまし

う。

　 イロータリーは、ロータリーの 在を り、学び

を深めるうえで せないリ ースで るというだけ

でなく、 にロータリー活動を行う際の「プラット

フ ーム」としての や を備えつつ ります。こ

れにアクセスできなくては、ロータリー活動を 果的

に行うことが しくなりつつ り、ロータリアンで

りながら、ロータリー ら されることにさえなり

ない です。

　２０２３年１ 点での、第２ ００地区内の「

」の は ２０ ーセントに 、

国的（ 国平 ５ ーセント）にも大きく れを

とっております。是非、各クラブでの積極的な （ク

ラブで、そして会員各 で）をお いします。

　次に、高度情報 社会の リットを すべく、地

区 ーム ージのさらなる を目指しますので、地

区 ーム ージを当地区内で「プラットフ ーム」とし

て積極的に活用してください。また、 等の

な ールの活用についてもご協力をお いします。　

　 年度 ら まった「地区 」は、 の

動 での バ ー の他、その 々の地区内活動報告、

などの の情報を に携 話で 手するこ

とが な、極めて な ールで ることが で

きます。２０２３年２ 点でのフ ロ ー が２

（ １ ーセント）にす ないことは、もっ

たいないことです。 な地区内ロータリ

アン 員の を目指しまし う。

　　 の 情報ば りでなく、各クラブの活動

などの なロータリー情報を し、 す

ることを して、クラブの活 を ることを支援

します。

　　また、クラブや各会員が、ロータリーを学 ため

に 立つ情報も に取 できる体制を整え、「学

び」を支援します。

　　 イロータリーの 用 をさらに 報していくと

ともに、 などの支援を行いながら、クラブ

及び会員各 の イロータリーへの を推進して

いきます。

　　高度情報 社会の リットを すべく、地区 ー

ム ージのさらなる を目指す 、 年度 ら

本格的に 用している地区 や

のさらなる を目指し、皆さまの活用を

推進していきます。

　　 奉仕委員会など他の地区委員会と協力して、

ロータリーの目的、ロータリーの 、ロータリー

の の など、ロータリーについて り合い学

べるセ ーを します。

　　地区 イ ージ委員会とも連携しながら、ロー

タリー情報の を推進し、ロータリーの認

度、 イ ージの 上を ります。

　１　 情報の提供

　２　 Ｒ の 進

　３　 ー ー
　 の ー の 用

４　 ナーの

　 の情報

Ⅱ　 ー ー 員会

　ロータリーを り合い し ことで、ロータリアン

としての活力が につきます。活力 るロータリアン

が いクラブは、組 としての活力も します。その

ような 環の で、さらにクラブの活力を 大させ

るとともに、 分 の活力を 大させるために、ロー

タリーを り合い し 間を やしまし う。

　つまり、ロータリーを り合い し 間を やす

ことが、クラブ活 には なのです。

　そして、会員 は、クラブの組 そのものに関わ

ることです ら、クラブ内の 当委員会だけの で

はなく、クラブ 体で対応すべき活動で ることを認

識する 要が ります。

　その際には、 イロータリーなどの ールを積極的

に活用し、世界 の 間とつながり、世界 の 間の

アイ ア、 情報を積極的に取り れまし う。

　また、 存会員、特に 会 の い会員の 会をい

にして防 ことができるの 、 こそ、その対 を

に考えてみまし う。ここでも、世界 の 間の

アイ ア、 情報がきっと に立つは です。

　地区会員 委員会の するセ ーなどにご参

加頂くとともに、積極的にクラブの卓話を要請するな

どして、地区会員 委員会を積極的にご活用ください。

　ガバナー 員 ー

委員長

　
（ ＲＣ）

会員 委員会

　 会員の 大と 会防 に けて、 イロータ

リーの情報や地区内成 なども まえて、

会員 けクラブ内セ ーの アルや

会防 のための具体的アイ アなどを り だ

子「会員 」を します。

　上 １の 子を ストにした会員 セ ー

を します。

　セ ーをより なものにするために、クラブ

奉仕委員会、ロータリー情報委員会、 イ ージ

委員会、 奉仕委員会など地区の他の委員会とも

連携して、「クラブ活 セ ー」としての も

します。

１　 員 の

２　 員 ナーの

Ⅱ　 会員 員会 方

「各クラブ１ 以上、地区内５０ 以上の 」を

します。

７ ら１０ までの 間を、「会員

間」として、各クラブとの連携を にして、なるべく

はこの 間 に「各クラブ１ 以上、地区内５０ 以

上の 」を するようにします。

　１１ の地区大会（１１ １２ の の ）で、

会員に各クラブ会長とともにス ージに して

頂き、会員 員での 迎セ ーを いたします。

　 年度同様、本年度も、クラブ ら要請が れば、

会員 に関する卓話に で います。クラブの会

員 の ールの つとしてご 用ください。

　「ロータリークラブに う」の で る 久

（第２ ０クラブ地区 スト バ ー　高

）は、会員 の目的は してクラブの会員

を やしたいだけの安 な目的ではなく、 重要

な目的は、「ロータリークラブに ることがどれだけ

本人のためになるの をその本人 が理解してく

れることで り、それこそがクラブへの奉仕、地域

社会への奉仕、その人への奉仕だ」とおっし います。

この い いを卓話の でお えできればと思って

おります。
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　 会員の 大と 会防 に けて、 イロータ

リーの情報や地区内成 なども まえて、

会員 けクラブ内セ ーの アルや

会防 のための具体的アイ アなどを り だ

子「会員 」を します。

　上 １の 子を ストにした会員 セ ー

を します。

　セ ーをより なものにするために、クラブ

奉仕委員会、ロータリー情報委員会、 イ ージ

委員会、 奉仕委員会など地区の他の委員会とも

連携して、「クラブ活 セ ー」としての も

します。

３　 員 と の ー

４　 の

「各クラブ１ 以上、地区内５０ 以上の 」を

します。

７ ら１０ までの 間を、「会員

間」として、各クラブとの連携を にして、なるべく

はこの 間 に「各クラブ１ 以上、地区内５０ 以

上の 」を するようにします。

　１１ の地区大会（１１ １２ の の ）で、

会員に各クラブ会長とともにス ージに して

頂き、会員 員での 迎セ ーを いたします。

　 年度同様、本年度も、クラブ ら要請が れば、

会員 に関する卓話に で います。クラブの会

員 の ールの つとしてご 用ください。

　「ロータリークラブに う」の で る 久

（第２ ０クラブ地区 スト バ ー　高

）は、会員 の目的は してクラブの会員

を やしたいだけの安 な目的ではなく、 重要

な目的は、「ロータリークラブに ることがどれだけ

本人のためになるの をその本人 が理解してく

れることで り、それこそがクラブへの奉仕、地域

社会への奉仕、その人への奉仕だ」とおっし います。

この い いを卓話の でお えできればと思って

おります。

　 の情報 社会においては、会員 のためにも、

の ート ーを るうえでも、さらには寄付を

るうえでもロータリーの イ ージの 上は 定的

に重要な です。

　ロータリーの イ ージの 上は、クラブ 体で

できることには 界が りますので、ロータリー情報

委員会を めとする地区委員会と連携して、様々な

をしながらロータリーの イ ージの 上に努め、

クラブそしてロータリーの組 基 の 立、活 を

りまし う。

　ガバナー 員 ー

委員長

岡　
（ ＲＣ）

ー 委員会

　ロータリーの イ ージを 上させるため
に、次の３つの「目に える 活動」を行いますの
で、よ しくご協力ください。

（１） 金 の設

　　 　 各会員 や 施設などに、 年、ポリ

オ 、 クライ 支援、トル 災害支援などの、

その 々のロータリー活動を告 する案内 と

金 を設 するなどして、ロータリー活動の

を ってもらい、同 に イ ージの

上に努めます。地区委員会としては、そのため

の ールを準備します。

（２）地区補助金活用 の ポスター 成

　　 　 地区 イ ージ委員会が地区地域奉仕委員

会と連携して、各クラブの の な地区補助

金活用 の ポスターを 成し、各会

員 や 施設などに して、地域社会

に したロータリー活動の を ってもら

い、同 に イ ージの 上に努めます。　

　　 　 また、ロータリー奉仕 ーの で る「そ

れ れの 上 」との連動も します。

（３）各クラブとの連携　

　　　・地区ロータリー情報委員会と協力して、各ク

　ラブの 報委員会（ 報 当 ） けセ ー

　を して、 ス への ースリリース

　や の を していただく。

　　　・各クラブ のロータリー活動に関するト ッ

　クな情報を地区 イ ージ委員会で し、

　情報を定 的に に することで、

　イ ージの 上に努めます。

１　３ の

　ジ ン・ ー 長は、 ートリー ー

シップ（ ー や社会 などの特定の分野におい

て、将来を先取りした 的なアイ アや解 を

く し すことで、その分野における

となること）を ることで イ ージが れ

改善されると べます。

　地区 イ ージ委員会は、この「 ートリー ー

シップ」、「 イ ージの 大と改善」という 点

ら、ロータリーの イ ージの 上について 証

します。

２　 ー の と の ロー

Ⅱ　 ー 員会
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　ジ ン・ ー 長は、 ートリー ー

シップ（ ー や社会 などの特定の分野におい

て、将来を先取りした 的なアイ アや解 を

く し すことで、その分野における

となること）を ることで イ ージが れ

改善されると べます。

　地区 イ ージ委員会は、この「 ートリー ー

シップ」、「 イ ージの 大と改善」という 点

ら、ロータリーの イ ージの 上について 証

します。

　クラブの活 そしてロータリーの活 は、 終

的には、活力と 力 れるロータリアン 人 とり

によって されます。その には、しっ りとし

たロータリー 学、ロータリー が 要です。

　 の の と 来の基本的理 との関 が理

解できない、 のロータリーの目指しているとこ

が分 らない、そのためにロータリーにスト スを

ている、という も く こえてきます。

　これまでのロータリーの を まえ、「 奉仕

の の と意 」ば りでなく、「奉仕の理 」と

「ロータリーの目的」、「ロータリーの つの標 （ ッ

トー）」、「 つの スト」、「 」など 来 らの基本的

理 、さらには、 年 で されている「 的

」、「ロータリーの ジ ン 」、「ロータリー戦

」、「行動 」、「 」などの も り み、活

で 意義なロータリー活動を支えるロータリー 学、

ロータリー を分 りやすく整理、 構築します。

　また、ロータリー 学のバイブルとも われる

２３ ３ （国際ロータリー１９２３年 ３ ）

ら 度１００年。この 目に、その意 を 認して

みたいと思います。

　ガバナー 員 ー

委員長

　
（ ＲＣ）

委員会　

　ロータリーの 年奉仕プログラムの理 は、 来

への 資で り、これらのプログラムを て、ロー

タリアンがロータリーの理 や を、次世代の

たちと し、 き継 ことに ります。

　ロータリーが提供する 年奉仕プログラムには、

インターアクト、ローターアクト（ には、ローター

アクトは、 年奉仕プログラムではなく、ロータリー

の 間となっていますが）、 、 年 が

ります。 奨学制度も、 本のロータリーが るべ

き 年奉仕プログラムの つと えます。

　そして、これらの 年奉仕プログラム参加 の

を積極的に ることで、それ れのプログラム

のさらなる を目指します。

　 ードン・ ッ リー 会長が する、「バー

チ ルな手 を用いての国際平和のための 年プロ

グラム」にもチ ンジします。

　ガバナー 員 ー

委員長

　
（ ＲＣ）

委員会

２　ロータリー ロータリー の 理

３　 ２３ ３４（ ロータリー１ ２３ 　
　 ３４ ）の 認

４　 ナーの

　各 の の

　 の

　 奉仕 の の と意 を まえて、標

準ロータリークラブ定 に る 奉仕の定義と、

いわ る「 奉仕の 」について、地区内すべての

ロータリアンにしっ りと理解していただきます。

　「奉仕の理 」と「ロータリーの目的」、「ロータリー

の つの標 （ ットー）」、「 つの スト」、「 」

など 来 らの基本的理 、さらには、 年 で

されている「 的 」、「ロータリーの

ジ ン 」、「ロータリー戦 」、「行動 」、

「 」などの も り み、活 で 意義な

ロータリー活動を支えるロータリー 学、ロータ

リー を分 りやすく整理、 構築します。

１　 の （ ロータリー
　 の２）

Ⅱ　 員会

　ロータリー 学のバイブルとも われる ２３

３ ら 度１００年。この 目に、その意 を

認してみることは極めて 意義なことです。

　上 １ないし３を 提に、 奉仕について深く

理解していただくセ ーを しますので、積極

的にご参加ください。

　地区内各クラブ、さらには世界 のクラブの

奉仕に関する 意義な活動を していきます。世

界 の 間のアイ アを取り れ、 奉仕に関す

る 力的な活動を することでクラブを活 さ

せまし う。

　 年度同様、 年度も、クラブ ら要請が れば、

奉仕に関する卓話に で います。上 １な

いし３、５について分 りやすくお話しいたします。

　２０２ 年３ には「第３ 国ローターアクト

会　 会 」が、同年５ には「第２７ 国際ロー

タリー 本 年 会　 会 」が されま

す。

　 年奉仕に関するこの２つの 国大会の を

て、 たちロータリアンの と を、次代を う

たちにしっ りとつないでいきまし う。

　 年奉仕に関する、インターアクト、ローターア

クト、 、 年 の各委員会とも、それ れ

の委員会の委員 人 とりが、「 分たちは、 のため

に活動しているの 」、そして、「 年には、 を え

なければならないの 」など、 年奉仕の意義、目的

を にした上で、 年奉仕プログラムに参加する

に、 成 、 動、成長をもたらすような

を心がけていきたいと思います。

　また、ロータリアンに、 年奉仕活動を理解、

していただき、協力をしてもらえるような 報や

に努めてまいります。
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　ジ ン・ ー 長は、 ートリー ー

シップ（ ー や社会 などの特定の分野におい

て、将来を先取りした 的なアイ アや解 を

く し すことで、その分野における

となること）を ることで イ ージが れ

改善されると べます。

　地区 イ ージ委員会は、この「 ートリー ー

シップ」、「 イ ージの 大と改善」という 点

ら、ロータリーの イ ージの 上について 証

します。

　クラブの活 そしてロータリーの活 は、 終

的には、活力と 力 れるロータリアン 人 とり

によって されます。その には、しっ りとし

たロータリー 学、ロータリー が 要です。

　 の の と 来の基本的理 との関 が理

解できない、 のロータリーの目指しているとこ

が分 らない、そのためにロータリーにスト スを

ている、という も く こえてきます。

　これまでのロータリーの を まえ、「 奉仕

の の と意 」ば りでなく、「奉仕の理 」と

「ロータリーの目的」、「ロータリーの つの標 （ ッ

トー）」、「 つの スト」、「 」など 来 らの基本的

理 、さらには、 年 で されている「 的

」、「ロータリーの ジ ン 」、「ロータリー戦

」、「行動 」、「 」などの も り み、活

で 意義なロータリー活動を支えるロータリー 学、

ロータリー を分 りやすく整理、 構築します。

　また、ロータリー 学のバイブルとも われる

２３ ３ （国際ロータリー１９２３年 ３ ）

ら 度１００年。この 目に、その意 を 認して

みたいと思います。

　ガバナー 員 ー

委員長

　
（ ＲＣ）

委員会　

　ロータリーの 年奉仕プログラムの理 は、 来

への 資で り、これらのプログラムを て、ロー

タリアンがロータリーの理 や を、次世代の

たちと し、 き継 ことに ります。

　ロータリーが提供する 年奉仕プログラムには、

インターアクト、ローターアクト（ には、ローター

アクトは、 年奉仕プログラムではなく、ロータリー

の 間となっていますが）、 、 年 が

ります。 奨学制度も、 本のロータリーが るべ

き 年奉仕プログラムの つと えます。

　そして、これらの 年奉仕プログラム参加 の

を積極的に ることで、それ れのプログラム

のさらなる を目指します。

　 ードン・ ッ リー 会長が する、「バー

チ ルな手 を用いての国際平和のための 年プロ

グラム」にもチ ンジします。

　ガバナー 員 ー

委員長

　
（ ＲＣ）

委員会

２　ロータリー ロータリー の 理

３　 ２３ ３４（ ロータリー１ ２３ 　
　 ３４ ）の 認

４　 ナーの

　各 の の

　 の

　 奉仕 の の と意 を まえて、標

準ロータリークラブ定 に る 奉仕の定義と、

いわ る「 奉仕の 」について、地区内すべての

ロータリアンにしっ りと理解していただきます。

　「奉仕の理 」と「ロータリーの目的」、「ロータリー

の つの標 （ ットー）」、「 つの スト」、「 」

など 来 らの基本的理 、さらには、 年 で

されている「 的 」、「ロータリーの

ジ ン 」、「ロータリー戦 」、「行動 」、

「 」などの も り み、活 で 意義な

ロータリー活動を支えるロータリー 学、ロータ

リー を分 りやすく整理、 構築します。

１　 の （ ロータリー
　 の２）

Ⅱ　 員会

　ロータリー 学のバイブルとも われる ２３

３ ら 度１００年。この 目に、その意 を

認してみることは極めて 意義なことです。

　上 １ないし３を 提に、 奉仕について深く

理解していただくセ ーを しますので、積極

的にご参加ください。

　地区内各クラブ、さらには世界 のクラブの

奉仕に関する 意義な活動を していきます。世

界 の 間のアイ アを取り れ、 奉仕に関す

る 力的な活動を することでクラブを活 さ

せまし う。

　 年度同様、 年度も、クラブ ら要請が れば、

奉仕に関する卓話に で います。上 １な

いし３、５について分 りやすくお話しいたします。

　２０２ 年３ には「第３ 国ローターアクト

会　 会 」が、同年５ には「第２７ 国際ロー

タリー 本 年 会　 会 」が されま

す。

　 年奉仕に関するこの２つの 国大会の を

て、 たちロータリアンの と を、次代を う

たちにしっ りとつないでいきまし う。

　 年奉仕に関する、インターアクト、ローターア

クト、 、 年 の各委員会とも、それ れ

の委員会の委員 人 とりが、「 分たちは、 のため

に活動しているの 」、そして、「 年には、 を え

なければならないの 」など、 年奉仕の意義、目的

を にした上で、 年奉仕プログラムに参加する

に、 成 、 動、成長をもたらすような

を心がけていきたいと思います。

　また、ロータリアンに、 年奉仕活動を理解、

していただき、協力をしてもらえるような 報や

に努めてまいります。
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　ロータリーの 年奉仕プログラムの理 は、 来

への 資で り、これらのプログラムを て、ロー

タリアンがロータリーの理 や を、次世代の

たちと し、 き継 ことに ります。

　ロータリーが提供する 年奉仕プログラムには、

インターアクト、ローターアクト（ には、ローター

アクトは、 年奉仕プログラムではなく、ロータリー

の 間となっていますが）、 、 年 が

ります。 奨学制度も、 本のロータリーが るべ

き 年奉仕プログラムの つと えます。

　そして、これらの 年奉仕プログラム参加 の

を積極的に ることで、それ れのプログラム

のさらなる を目指します。

　 ードン・ ッ リー 会長が する、「バー

チ ルな手 を用いての国際平和のための 年プロ

グラム」にもチ ンジします。

　インターアクトは、１９ ２年に 理 会で

された国際ロータリーの 設プログラムです。

　インターアクトクラブは、学 や地域社会での

に取り組 ために する大学 学 の１２ ら高

までの 年のためのクラブです。インターア

クターは、インターアクトクラブで奉仕活動を行い、

リー ーシップのス ルを につけ、 しい友人をつ

くります。

　インターアクトクラブは、 在する地区内に る１

つまたは のロータリークラブにより、 成、提唱、

指 されます。

　インターアクトクラブは、スポンサークラブ（提唱

ロータリークラブ）とともに、 年、 なくとも２つの

奉仕プロジェクト（１つは地域社会を支援するプロジェ

クト、もう１つは国際理解を推進するプロジェクト）を

施しなければなりませ 。

　第２ ００地区には、 つのインターアクトクラブ

（ 立 高 、 高 、 高 、 高 、

創学 高 、 高 、 立 高 、 学 高 ）

が り、それ れが活 な活動を り ています。

　その活動の意義をスポンサークラブ以 のクラブに

も周 してもらうとともに、 たなインターアクトク

ラブの設立についても してみる 要が ります。

　ガバナー 員 ー

委員長

　
（ ＲＣ）

ー 委員会

　２０２ 年３ には「第３ 国ローターアクト

会　 会 」が、同年５ には「第２７ 国際ロー

タリー 本 年 会　 会 」が されま

す。

　 年奉仕に関するこの２つの 国大会の を

て、 たちロータリアンの と を、次代を う

たちにしっ りとつないでいきまし う。

　 年奉仕に関する、インターアクト、ローターア

クト、 、 年 の各委員会とも、それ れ

の委員会の委員 人 とりが、「 分たちは、 のため

に活動しているの 」、そして、「 年には、 を え

なければならないの 」など、 年奉仕の意義、目的

を にした上で、 年奉仕プログラムに参加する

に、 成 、 動、成長をもたらすような

を心がけていきたいと思います。

　また、ロータリアンに、 年奉仕活動を理解、

していただき、協力をしてもらえるような 報や

に努めてまいります。

「第３ 国ローターアクト 会　 会 」

（２０２ 年３ ２３ ２ 　 ）及び「第

２７ 国際ロータリー 本 年 会　

会 」（２０２ 年５ １１ １２ 　 ）を

絶対に成 させます。

　 年奉仕の つのプログラムは、い れもロー

タリーにとって重要な るプログラムですが、

は各プログラムへのロータリアンの参加 の

が です。それは、それ れのプログラムのロー

タリー的 をロータリアンに理解してもらえてい

ないことが です。

　この２つの 国大会は、地区内の くのロータリ

アンに、 年奉仕のプログラムの を体 して

いただける絶 の 会です。地区内の くのクラブ、

ロータリアンの参加をお いします。

　インターアクター、ローターアクター、ライラリ

アン、 学生、さらには 奨学生など、 年

奉仕プログラム参加 の を積極的に って

いくことで、それ れのプログラムのさらなる

を目指します。そのための をいたしますので、

関 クラブにお れては、ご協力をお いします。

　インターアクトもローターアクトも世界 に

くの 間がいます（インターアクトはクラブ １

５００、会員 ２５ ０００人。ローター

アクトはクラブ １１ ００、会員 ２０

０００人）。

　 ロ を て学 だことを ントに、バー

１　２ の の

２　 ロ の

３　バー の の の
　 ロ

４　各 の の

Ⅱ　 員会

チ ルな手 を用いての国際平和のための 年プ

ログラムを 行します。 間の ー

シ ンと理解を深め、参加する 年のス ルアッ

プを るとともに、 年奉仕の 点 ら、より安

定した平和な社会の を目指します。

　地区内各クラブでは、 の つの 年奉仕プ

ログラム以 に、 の 年奉仕活動を行ってい

るとこ も なく りませ 。

　そこで、地区内各クラブ、さらには世界 のクラ

ブの 年奉仕に関する 意義な活動を してい

きます。世界 の 間のアイ アを取り れ、

年奉仕に関する 力的な活動を することでクラ

ブを活 させまし う。
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１　 ター ト の の

２　ガバナー の

３　 ター ターの の の

４　 ロ との

　 ター ト の

　バー の の
　の

　 ロータリー ー　 の
　 の

Ⅱ　 ー 員会

　 年度 らの たな みとして、 バ ー め地

区関 、スポンサークラブ関 によるインター

アクトクラブ 訪 を、インターアクターが 際

に活動している 間 に訪 して、インターアク

ターの活動に参加したり、 を けたりしながら

様々な活動を する にいたしました。

　グループごとの でしたが、スポンサークラブ

以 のグループ内クラブ ンバーにも をして頂

くことで、 くの「 き」を られたのではない

と思います。

　 年度も き続き、 バ ー、 バ ー補 、ス

ポンサークラブの 々、 の先生 の協力を な

がら、インターアクターの活動を認 していただく

べく、 くのグループ内クラブ ンバーに参加して

いただき、インターアクトクラブ 訪 を

させ、このプログラムの ルアップを ってい

きたいと思います。

　 バ ー の「インターアクトクラブ訪 及び

報告」の に「インターアクターの 」などを積極的

に し、インターアクターの や いをロータ

リアンも することで、インターアクト活動の

を っていきたいと考えています。

　インターアクト年次大会やロータリー地区大会な

どで、インターアクター らがインターアクトの活

動内 や 力を くの人に えられる を設けてい

くことで、インターアクターのリー ーシップを

うとともに、インターアクトの 力を くのロータ

リアンに していただきたいと思います。

　ローターアクターを めとする 年奉仕プログ

ラム参加 との積極的な を して、お いが成

長できるような 会を設定し、 年奉仕 の

を ります。

　来年３ の「 国ローターアクト 会　 会

」及び来年５ の「国際ロータリー 本 年

会　 会 」にも積極的に関わることで、イ

ンターアクト活動の ルアップを ります。

　インターアクトは世界 に くの 間がいます

（インターアクトは世界 で、クラブ １ ５

００、会員 ２５ ０００人）。

　 等のバーチ ルな手 を用いて、 の

インターアクトクラブとの意 イ ント等を

行します。 間の ーシ ンと理解を

深め、参加するインターアクターのス ルアップを

るとともに、ロータリーフ リーで ることを

してもらい、インターアクト活動の と平和

構築につな ます。

　「ロータリー奉仕 ー　それ れの 上 」に

インターアクトクラブも積極的に参加し、環境

や るさとについて に考えるとともに、 （

来）を する を しみたいと思います。ご協

力お いします。

　特にインターアクトクラブが存在しない地域を

心に、 たなインターアクトクラブの設立も し

てみたいと思いますので、皆さまのご理解、ご協力

をお いいたします。

　ローターアクトクラブは、地域社会や国際的活動を

て行動し、リー ーシップス ルを学び、

上に参加する い大人の組 で、地域社会 るいは

大学を基 として設立できます。

　当地区には、７つのローターアクトクラブ（ 、

、 年度設立の 、 教大、 、 、

）が ります。

　ローターアクトクラブは、 、 の っ に

ります。

　 らは、ローターアクトクラブがロータリーク

ラブ ら 立し 大していく （ 立と ）を され

ていますが、 には、会員 、組 体制、経済

的基 など くの を えているようです。

　そのような の で される「第３ 国ロー

ターアクト 会　 会 」。ローターアクトクラブ

の と 、そして 来を、 国のロータリアン、ロー

ターアクターと り合ってみまし う。このイ ント

を、ローターアクトクラブの活 のための と

すべく、 を し合いまし う。

　ガバナー 員 ー

委員長

田　
（ ＲＣ）

ロー ー 委員会
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　ロータリーの 年奉仕プログラムの理 は、 来

への 資で り、これらのプログラムを て、ロー

タリアンがロータリーの理 や を、次世代の

たちと し、 き継 ことに ります。

　ロータリーが提供する 年奉仕プログラムには、

インターアクト、ローターアクト（ には、ローター

アクトは、 年奉仕プログラムではなく、ロータリー

の 間となっていますが）、 、 年 が

ります。 奨学制度も、 本のロータリーが るべ

き 年奉仕プログラムの つと えます。

　そして、これらの 年奉仕プログラム参加 の

を積極的に ることで、それ れのプログラム

のさらなる を目指します。

　 ードン・ ッ リー 会長が する、「バー

チ ルな手 を用いての国際平和のための 年プロ

グラム」にもチ ンジします。

　インターアクトは、１９ ２年に 理 会で

された国際ロータリーの 設プログラムです。

　インターアクトクラブは、学 や地域社会での

に取り組 ために する大学 学 の１２ ら高

までの 年のためのクラブです。インターア

クターは、インターアクトクラブで奉仕活動を行い、

リー ーシップのス ルを につけ、 しい友人をつ

くります。

　インターアクトクラブは、 在する地区内に る１

つまたは のロータリークラブにより、 成、提唱、

指 されます。

　インターアクトクラブは、スポンサークラブ（提唱

ロータリークラブ）とともに、 年、 なくとも２つの

奉仕プロジェクト（１つは地域社会を支援するプロジェ

クト、もう１つは国際理解を推進するプロジェクト）を

施しなければなりませ 。

　第２ ００地区には、 つのインターアクトクラブ

（ 立 高 、 高 、 高 、 高 、

創学 高 、 高 、 立 高 、 学 高 ）

が り、それ れが活 な活動を り ています。

　その活動の意義をスポンサークラブ以 のクラブに

も周 してもらうとともに、 たなインターアクトク

ラブの設立についても してみる 要が ります。

　ガバナー 員 ー

委員長

　
（ ＲＣ）

ー 委員会

　２０２ 年３ には「第３ 国ローターアクト

会　 会 」が、同年５ には「第２７ 国際ロー

タリー 本 年 会　 会 」が されま

す。

　 年奉仕に関するこの２つの 国大会の を

て、 たちロータリアンの と を、次代を う

たちにしっ りとつないでいきまし う。

　 年奉仕に関する、インターアクト、ローターア

クト、 、 年 の各委員会とも、それ れ

の委員会の委員 人 とりが、「 分たちは、 のため

に活動しているの 」、そして、「 年には、 を え

なければならないの 」など、 年奉仕の意義、目的

を にした上で、 年奉仕プログラムに参加する

に、 成 、 動、成長をもたらすような

を心がけていきたいと思います。

　また、ロータリアンに、 年奉仕活動を理解、

していただき、協力をしてもらえるような 報や

に努めてまいります。

「第３ 国ローターアクト 会　 会 」

（２０２ 年３ ２３ ２ 　 ）及び「第

２７ 国際ロータリー 本 年 会　

会 」（２０２ 年５ １１ １２ 　 ）を

絶対に成 させます。

　 年奉仕の つのプログラムは、い れもロー

タリーにとって重要な るプログラムですが、

は各プログラムへのロータリアンの参加 の

が です。それは、それ れのプログラムのロー

タリー的 をロータリアンに理解してもらえてい

ないことが です。

　この２つの 国大会は、地区内の くのロータリ

アンに、 年奉仕のプログラムの を体 して

いただける絶 の 会です。地区内の くのクラブ、

ロータリアンの参加をお いします。

　インターアクター、ローターアクター、ライラリ

アン、 学生、さらには 奨学生など、 年

奉仕プログラム参加 の を積極的に って

いくことで、それ れのプログラムのさらなる

を目指します。そのための をいたしますので、

関 クラブにお れては、ご協力をお いします。

　インターアクトもローターアクトも世界 に

くの 間がいます（インターアクトはクラブ １

５００、会員 ２５ ０００人。ローター

アクトはクラブ １１ ００、会員 ２０

０００人）。

　 ロ を て学 だことを ントに、バー

１　２ の の

２　 ロ の

３　バー の の の
　 ロ

４　各 の の

Ⅱ　 員会

チ ルな手 を用いての国際平和のための 年プ

ログラムを 行します。 間の ー

シ ンと理解を深め、参加する 年のス ルアッ

プを るとともに、 年奉仕の 点 ら、より安

定した平和な社会の を目指します。

　地区内各クラブでは、 の つの 年奉仕プ

ログラム以 に、 の 年奉仕活動を行ってい

るとこ も なく りませ 。

　そこで、地区内各クラブ、さらには世界 のクラ

ブの 年奉仕に関する 意義な活動を してい

きます。世界 の 間のアイ アを取り れ、

年奉仕に関する 力的な活動を することでクラ

ブを活 させまし う。
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１　 ター ト の の

２　ガバナー の

３　 ター ターの の の

４　 ロ との

　 ター ト の

　バー の の
　の

　 ロータリー ー　 の
　 の
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　 年度 らの たな みとして、 バ ー め地

区関 、スポンサークラブ関 によるインター

アクトクラブ 訪 を、インターアクターが 際

に活動している 間 に訪 して、インターアク

ターの活動に参加したり、 を けたりしながら

様々な活動を する にいたしました。

　グループごとの でしたが、スポンサークラブ

以 のグループ内クラブ ンバーにも をして頂

くことで、 くの「 き」を られたのではない

と思います。

　 年度も き続き、 バ ー、 バ ー補 、ス

ポンサークラブの 々、 の先生 の協力を な

がら、インターアクターの活動を認 していただく

べく、 くのグループ内クラブ ンバーに参加して

いただき、インターアクトクラブ 訪 を

させ、このプログラムの ルアップを ってい

きたいと思います。

　 バ ー の「インターアクトクラブ訪 及び

報告」の に「インターアクターの 」などを積極的

に し、インターアクターの や いをロータ

リアンも することで、インターアクト活動の

を っていきたいと考えています。

　インターアクト年次大会やロータリー地区大会な

どで、インターアクター らがインターアクトの活

動内 や 力を くの人に えられる を設けてい

くことで、インターアクターのリー ーシップを

うとともに、インターアクトの 力を くのロータ

リアンに していただきたいと思います。

　ローターアクターを めとする 年奉仕プログ

ラム参加 との積極的な を して、お いが成

長できるような 会を設定し、 年奉仕 の

を ります。

　来年３ の「 国ローターアクト 会　 会

」及び来年５ の「国際ロータリー 本 年

会　 会 」にも積極的に関わることで、イ

ンターアクト活動の ルアップを ります。

　インターアクトは世界 に くの 間がいます

（インターアクトは世界 で、クラブ １ ５

００、会員 ２５ ０００人）。

　 等のバーチ ルな手 を用いて、 の

インターアクトクラブとの意 イ ント等を

行します。 間の ーシ ンと理解を

深め、参加するインターアクターのス ルアップを

るとともに、ロータリーフ リーで ることを

してもらい、インターアクト活動の と平和

構築につな ます。

　「ロータリー奉仕 ー　それ れの 上 」に

インターアクトクラブも積極的に参加し、環境

や るさとについて に考えるとともに、 （

来）を する を しみたいと思います。ご協

力お いします。

　特にインターアクトクラブが存在しない地域を

心に、 たなインターアクトクラブの設立も し

てみたいと思いますので、皆さまのご理解、ご協力

をお いいたします。

　ローターアクトクラブは、地域社会や国際的活動を

て行動し、リー ーシップス ルを学び、

上に参加する い大人の組 で、地域社会 るいは

大学を基 として設立できます。

　当地区には、７つのローターアクトクラブ（ 、

、 年度設立の 、 教大、 、 、

）が ります。

　ローターアクトクラブは、 、 の っ に

ります。

　 らは、ローターアクトクラブがロータリーク

ラブ ら 立し 大していく （ 立と ）を され

ていますが、 には、会員 、組 体制、経済

的基 など くの を えているようです。

　そのような の で される「第３ 国ロー

ターアクト 会　 会 」。ローターアクトクラブ

の と 、そして 来を、 国のロータリアン、ロー

ターアクターと り合ってみまし う。このイ ント

を、ローターアクトクラブの活 のための と

すべく、 を し合いまし う。

　ガバナー 員 ー

委員長

田　
（ ＲＣ）

ロー ー 委員会
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　いよいよ、「第３ 国ローターアクト 会　

会 」（２０２ 年３ ２３ ２ 　

）が されます。

　ローターアクトクラブの と 、そしてその

来を、 国のロータリアン、ローターアクターと

り合いまし う。

　当委員会は、この 国大会の準備と会 の を

て、当地区のローターアクト活動を活 させ

る とするべく活動して参りますので、各クラ

ブの皆さまの積極的なご参加をお いします。

　 くローターアクターを り、ローターアクトク

ラブを活 させるためには、根本的には、ローター

アクトクラブ活動を させ、ローターアクトクラ

ブの 力を高めることが重要です。

　ローターアクター がその活動の目的意識を

に って「年度 ー 」に さわしい年間 を

し 行する、そのことを てリー ー育成に重

点を いたプログラムを 行できるように指 、支

援してまいります。

　 たちロータリアンも、ロータリーフ リーの

重要な 員で るローターアクト会員の に け

て、 大 の支援をしまし う。

　そのためには、ローターアクト活動の意義を、ス

ポンサークラブのみなら 、 くロータリアンに

っていただくことが重要で り、ロータリークラ

ブの 会にローターアクターを き卓話をしてもら

うこと、 に社会奉仕活動を行うこと（特に、本

年度はロータリー奉仕 ーの で る「それ れ

の 上 」）を めとして、ロータリークラブと

ローターアクトクラブの を に っていく 要

が ります。

　本年度、当委員会は、ロータリークラブとローター

アクトクラブの を させるための活動に取り

組みますので、ご協力お いします。

　ローターアクトは世界 に くの 間がいます

（ローターアクトクラブ は世界 で １１ ００、

会員 ２０ ０００人）。

　 等のバーチ ルな手 を用いて、 の

ローターアクトクラブとの意 イ ント等を

行します。 間の ーシ ンと理解を

深め、参加するローターアクターのス ルアップを

るとともに、ロータリーフ リーで ることを

してもらい、ローターアクト活動の と平和

構築につな ます。

　 と は「 A

（ロータリー 年指 成プログラム）」のことです。

　 は、インターアクター、ローターアクター

及び の 年の指 を するための プログ

ラムで、クラブ、地区、または他地区合同の規模で

施されます。 る 年プログラムの でも、この

は てのクラブが積極的に参加すること

ができるプログラムとなっていることが特 です。

　他 、ロータリークラブやローターアクトクラブに

とっても、 参加 の つ な 点や考え

ら たな を られるとの リットの 、会員

のチ ンスを るとの リットも ります。

　ここで、「 の目的」をまとめると次のようにな

ります。

　・ のリー ーシップス ルを き、地域に貢献

　　する を育成すること

　・ の心に生 にわたる奉仕の を育み、ロー

　　タリーを た奉仕の 会へと くこと

　・ のリー ーシップ育成を支援することにより、

　　ロータリーの 年奉仕を すること

　また、「 の リット」をまとめると次のように

なります。

　・ 来の い手を育てる

　　地域や世界の に取り組 ためには、 くのリー

　　 ーが められます。ロータリーの 大奉仕の

　　つで る 年奉仕は、リー ーシップ育成を

　　 て の成長を すことを重 しています。

　　 は将来を う地域の を育て、 年奉仕

　　を する 会になります。このような を

　　 て、 たちは 分の意 を くり、行動に

　　 すためのス ルを くことができます。

　・つながりを築く

　　 は、 が いにつながり、協力し合う

　　絶 の 会です。ロータリーに関わる ての

　　に参加してもらい、つながりを しまし う。ロー

　　タリーについて学びながら、社会貢献をめ す

　　間たちと 会うことができます。

　・参加 の基 を る

　　参加した にとって、 はロータリーとの

　　 めての 点となります。 は、 いリー

　ガバナー 員 ー

委員長

　　
（ ＲＣ）

　　 ーと関われるだけでなく、ロータリーとの がり

　　をスタートさせる らしいチ ンスとなります。

　・会員 の 会

　　ロータリークラブやローターアクトクラブにとっ

　　ても、 参加 の つ な 点や考え

　　ら たな を られるとの リットの 、会

　　員 の 会を るとの リットも ります。

　地区のインターアクト委員会、ローターアクト委員会、

年 委員会、さらには 奨学・ 学友委員

会とも連携して、各クラブの協力を ながら 意義な

の 施を目指します。

委員会
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）が されます。

　ローターアクトクラブの と 、そしてその

来を、 国のロータリアン、ローターアクターと

り合いまし う。

　当委員会は、この 国大会の準備と会 の を

て、当地区のローターアクト活動を活 させ

る とするべく活動して参りますので、各クラ

ブの皆さまの積極的なご参加をお いします。

　 くローターアクターを り、ローターアクトク

ラブを活 させるためには、根本的には、ローター

アクトクラブ活動を させ、ローターアクトクラ

ブの 力を高めることが重要です。

　ローターアクター がその活動の目的意識を

に って「年度 ー 」に さわしい年間 を

し 行する、そのことを てリー ー育成に重

点を いたプログラムを 行できるように指 、支

援してまいります。

　 たちロータリアンも、ロータリーフ リーの

重要な 員で るローターアクト会員の に け

て、 大 の支援をしまし う。

　そのためには、ローターアクト活動の意義を、ス

ポンサークラブのみなら 、 くロータリアンに

っていただくことが重要で り、ロータリークラ

ブの 会にローターアクターを き卓話をしてもら

うこと、 に社会奉仕活動を行うこと（特に、本

年度はロータリー奉仕 ーの で る「それ れ

の 上 」）を めとして、ロータリークラブと

ローターアクトクラブの を に っていく 要
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アクトクラブの を させるための活動に取り

組みますので、ご協力お いします。

　ローターアクトは世界 に くの 間がいます

（ローターアクトクラブ は世界 で １１ ００、

会員 ２０ ０００人）。
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るとともに、ロータリーフ リーで ることを
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　 と は「 A
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及び の 年の指 を するための プログ

ラムで、クラブ、地区、または他地区合同の規模で

施されます。 る 年プログラムの でも、この

は てのクラブが積極的に参加すること

ができるプログラムとなっていることが特 です。

　他 、ロータリークラブやローターアクトクラブに

とっても、 参加 の つ な 点や考え

ら たな を られるとの リットの 、会員

のチ ンスを るとの リットも ります。

　ここで、「 の目的」をまとめると次のようにな
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　・ のリー ーシップス ルを き、地域に貢献

　　する を育成すること

　・ の心に生 にわたる奉仕の を育み、ロー

　　タリーを た奉仕の 会へと くこと

　・ のリー ーシップ育成を支援することにより、

　　ロータリーの 年奉仕を すること

　また、「 の リット」をまとめると次のように

なります。

　・ 来の い手を育てる

　　地域や世界の に取り組 ためには、 くのリー

　　 ーが められます。ロータリーの 大奉仕の

　　つで る 年奉仕は、リー ーシップ育成を

　　 て の成長を すことを重 しています。

　　 は将来を う地域の を育て、 年奉仕

　　を する 会になります。このような を

　　 て、 たちは 分の意 を くり、行動に

　　 すためのス ルを くことができます。

　・つながりを築く

　　 は、 が いにつながり、協力し合う

　　絶 の 会です。ロータリーに関わる ての

　　に参加してもらい、つながりを しまし う。ロー

　　タリーについて学びながら、社会貢献をめ す

　　間たちと 会うことができます。

　・参加 の基 を る

　　参加した にとって、 はロータリーとの

　　 めての 点となります。 は、 いリー
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　　 ーと関われるだけでなく、ロータリーとの がり

　　をスタートさせる らしいチ ンスとなります。

　・会員 の 会

　　ロータリークラブやローターアクトクラブにとっ

　　ても、 参加 の つ な 点や考え

　　ら たな を られるとの リットの 、会

　　員 の 会を るとの リットも ります。

　地区のインターアクト委員会、ローターアクト委員会、

年 委員会、さらには 奨学・ 学友委員

会とも連携して、各クラブの協力を ながら 意義な

の 施を目指します。
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　ロータリーの 年 は、１５ ら１９

の学生を、およそ１年間にわたって 手国のロータリー

クラブと に するものです。 学生はロータ

リークラブの支援のもと、 ストフ リーと暮らし

ながら、 地 に い、ロータリーの活動に参加する

な で、 善大 として いの国の理解を深める活動

をしています。

　１９７ 年に「ロータリー 年 プログラム」が

理 会によって 年奉仕プログラムの つとし

て される以 の１９ ５年、 ロータリー

クラブがスポンサーとなって、当地区 ら の

年 学生がア リ に 立ちました。

　それ ら ０年、当地区 ら １ ０ の 年

学生が世界 に派遣され、そして同 だけの

学生を世界 ら当地区に け れた、 の る

です。

　このプログラムは、 年の国際理解と 善の

を育み、平和の構築と に な 理解 力

の 成に 立つとともに、生 にわたる奉仕への献

を 年の心に 生えさせるもので って、「ロータ

リーの目的」に資するものです。

　 の意義を地区内の くのクラブ ら認 しても

らい、より に 年 の派遣学生そして

先を りたいものです。

　 ロ の により、当地区の 年 も

２年間 しておりましたが、２０２２年 ら３年

りに されました。

　２０２３年度の 年 の派遣学生３ も 定し

ています。

　・２０２２ ２０２３年度 　 （ シ 、ス

　　イス、 ２ ）

　・２０２３ ２０２ 年度 　３ （ シ 、 、

　　ア リ ）

　ガバナー 員 ー

委員長

　　
（鶴岡 ＲＣ）

委員会

　 と は「 A

（ロータリー 年指 成プログラム）」のことです。

　 は、インターアクター、ローターアクター

及び の 年の指 を するための プログ

ラムで、クラブ、地区、または他地区合同の規模で

施されます。 る 年プログラムの でも、この

は てのクラブが積極的に参加すること

ができるプログラムとなっていることが特 です。

　他 、ロータリークラブやローターアクトクラブに

とっても、 参加 の つ な 点や考え

ら たな を られるとの リットの 、会員

のチ ンスを るとの リットも ります。

　ここで、「 の目的」をまとめると次のようにな

ります。

　・ のリー ーシップス ルを き、地域に貢献

　　する を育成すること

　・ の心に生 にわたる奉仕の を育み、ロー

　　タリーを た奉仕の 会へと くこと

　・ のリー ーシップ育成を支援することにより、

　　ロータリーの 年奉仕を すること

　また、「 の リット」をまとめると次のように

なります。

　・ 来の い手を育てる

　　地域や世界の に取り組 ためには、 くのリー

　　 ーが められます。ロータリーの 大奉仕の

　　つで る 年奉仕は、リー ーシップ育成を

　　 て の成長を すことを重 しています。

　　 は将来を う地域の を育て、 年奉仕

　　を する 会になります。このような を

　　 て、 たちは 分の意 を くり、行動に

　　 すためのス ルを くことができます。

　・つながりを築く

　　 は、 が いにつながり、協力し合う

　　絶 の 会です。ロータリーに関わる ての

　　に参加してもらい、つながりを しまし う。ロー

　　タリーについて学びながら、社会貢献をめ す

　　間たちと 会うことができます。

　・参加 の基 を る

　　参加した にとって、 はロータリーとの

　　 めての 点となります。 は、 いリー

１　Ｒ の

２　 ローター ト

ロータリー との

３　 ス ー

Ⅱ　 Ｒ 員会

　 ロ により、 はここ 年間 で

きませ でした。 の の内 を 証し、

それを進 させて第２ ００地区内すべてのクラブ

らご理解ご協力を頂き、ロータリー会員 はも

とより 内 の 手、更には、ローターアクト世

代の２０代 ら３０代を対 に次世代のリー ーと

なる人 の育成を目指します。

　将来の 本を う の 、 、 いなどを参

加 み なで り合い、理解し合うことによって、

参加 だけでなく たちロータリアンも くの

きを て成長することができる にして

参ります。そして、参加して良 ったと 員が思え

る 動と 成 いっ いの、 に がる

を委員会 心に し をして参りますの

で、是非、 の のご参加をお いします。

　本年度は 年 に 国ローターアクト 会、

には 年 国 会が当地区で されま

すので、その との連携も して参ります。ご理

解、ご協力よ しくお いします。

（１）２０２３年７ １２ 　

　・どのようなプログラムにすれば が るの

　　 、地区内 の 内 の 及び 証を行う

（２）２０２ 年１

　・ プログラムの ・具体的な 施要

　　 成

　・地区内クラブに訪 し、 くのクラブ らの参

　　加を頂けるようプログラム内 、参加することで

　　 られる リットなど 報し、参加案内を行う

　・「 国ローターアクト 会 会 」及び「国

　　際ロータリー 本 年 会 会 」

　　との連携を する

（３）２０２ 年５

　・ の 　 １ ２ を予定）

　　 ーと関われるだけでなく、ロータリーとの がり

　　をスタートさせる らしいチ ンスとなります。

　・会員 の 会

　　ロータリークラブやローターアクトクラブにとっ

　　ても、 参加 の つ な 点や考え

　　ら たな を られるとの リットの 、会

　　員 の 会を るとの リットも ります。

　地区のインターアクト委員会、ローターアクト委員会、

年 委員会、さらには 奨学・ 学友委員

会とも連携して、各クラブの協力を ながら 意義な

の 施を目指します。

　　参加人 　５０ 会員 以上（ 会

　　員は、 学のみでの参加も大 迎）
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　 、 本の生きる は平和し ない。それをアジ

アに、そして世界に理解してもらうためには、 人で

も くの 学生を迎え れ、平和を める 本人と

会い、 関 を築くこと。それこそが、 本のロー

タリーに も さわしい国際奉仕 ではない

奨学 は、１９５２年、このような いを って、

本 のロータリークラブの創立に貢献した

の を して、 ロータリークラブで さ

れました。この はやがて 本の クラブの 同

に し、１９ ７年に財団 人ロータリー

奨学会となりました。

　当地区においても、１９ ９年、世話クラブが

ロータリークラブで ら 大学に 学した奨学

生 ら まり、 ５３年の間に ２ ０ もの奨学生

を け れている、 の る です。

　 奨学会は、奨学金による経済的支援だけでなく、

ロータリークラブ の世話クラブと ンセラー制

度による心の った支援が特 ですが、この の国

際奉仕そして 年奉仕としての意義を地区内の く

のクラブ ら認 してもらい、より に奨学生の

先を りたいものです。

　また、 奨学 は、その資金のすべてをロータ

リアン 人 とりの寄付に っています。皆さまの絶

大なるご協力をお いします。「 える 」を しま

し う。

　ちなみに、 の資 （２０２２ ２３　ロータリー

奨学 　 ）によりますと、２０２１

２２年度の 国平 寄付 は 人 たり １ ００

０ なのに対して第２ ００地区は １ で３ 地

区 ２７ でした（ も い地区は第２５９０地区（

・ ）で ２ ０００ ）。

　さらに、 奨学生を 心とする同 会組 で る

学友会の活 な活動のための支援もお いします。

　ガバナー 員 ー

Ⅱ　 米山 米山 員会

委員長

野　　
（ 西ＲＣ）

・ 委員会

１　 トバ （ ） の バ
　 （ ） の

２　 補 の リ ー

３　 ２ ロータリー
　

Ⅱ　 員会

　２０２３年 ら まる 年 をスムー

に行うため、 ストクラブ、 ストフ リー、

れ高 、 、そしてロータリアンと

に連携して、スムー なア トバ ンド（派遣）学生

の り し、インバ ンド（来 ）学生の け れを

行います。

　 年 ３１ を応 め りとして、２０２

年 に派遣予定（２０２ ２０２５年度 ）の学

生の 、 考を行います。

　対 は、 在、 学３年生 ら高 ２年生です。

ロータリアンのご子 も応 です。９ に 考

を行ったのち、７ 度のオリ ン ーシ ン、

地区合同スプリング ンプを て、派遣に け

た育成を行います。

　応 に たってはロータリークラブにスポンサー

になっていただく 要が り、クラブに して申

し こととしております。学生 ら応 に けた

が りましたらお らせください。

　２０２ 年５ １１ （土） ら１２ （ ）、

会 及び ルを会 に、「第２７

国際ロータリー 本 年 会　 会 」

が されます。

　 国 ら 学生、 、 年 関

百 が い、 年 に対する理解を深める

とともに、友情を育 会となります。

　 会 に地区内ロータリアン ら ご参加い

ただくことによって、 の意義を認 していただ

き、より くのクラブに 年 に参 していた

だきたいと考えています。 スト地区として、

したプログラムになるよう準備を進めて参ります。

　その 提として、 年度は、スポンサーや スト

クラブだけが関わるのではなく、各グループで

学生をサポートできる仕組みを構築していきます。

１　 ーの 進

　積極的に世話クラブを して頂けるよう、各ク

ラブに世話クラブになることの リットを して

いきたいと思います。

　なお、２０２ 年 らの 奨学生の世話ク

ラブ、そしてサブ世話クラブの は、２０２ 年

１ ら２ ですので、地区委員会に積極的にお

がけください。

　また、世話クラブ ンセラーを安心して し

て頂けるよう、世話クラブ ンセラー けのオリ

ン ーシ ン（２０２ 年 予定）を更

に したものにします。

　世話クラブ ンセラーオリ ン ーシ ンには、

世話クラブ、サブ世話クラブ、世話クラブ ンセ

ラー、 奨学生が在 する大学の教 などを き、

年間の ち合わせや情報提供に心がけ、世話クラブ、

サブ世話クラブの情報 を し、世話クラブ及び

サブ世話クラブ制度の を ります。

　なお、 人の 奨学生に世話クラブの が

した際には、 年度寄付 の いクラブを優先的

に世話クラブとさせていただきます。

　 ての 奨学生に対してサブ世話クラブ制度を

し、大学 ら のクラブや世話クラブの経

の ないクラブにも、 奨学生を年間２ ど訪

させて 奨学生との の 会を ることで、

奨学制度の理解 進に努めます。

　各クラブ らの要請が れば、年間を て、地

区委員会委員はもち 、 奨学生も積極的に卓

話に応 るように心がけ、 奨学制度の理解 進

に努めます。

　地区行 、 バ ー 、ロータリーの友で

奨学 の活動 を し、同 に を

えることで、 奨学 の理解 進に努めます。

　特に、 バ ー の 「 奨学・ 学友

ー ー」には、 ての 奨学生と地区委員が

します。

　 奨学生に、各クラブでの 会卓話や で積

極的に活動してもらうとともに、地区大会では、

奨学生の を義 します。

　各グループの バ ー補 の 々に、 当クラブ

の寄付 を定 的に していただき、 、特

寄付の をお いいたします。

　各クラブには、地区委員会 ら の寄付 を

しますので、 の目標設定をお いします。

地区重点 で る地区 人当たり年間寄付

１５ ０００ の 成を目指します。

　（ 寄付 １人５ ０００ ）

　（特 寄付 １人１ ０００ 以上 ら１０ ０００ ）

　 学友会の や の活用を推

進します。

　奨学 間が終 する 奨学生には、 学友

会に 会してもらい 、 や に

よる情報 を 進することで、 奨学生が

へ する 合にもその を って参ります。

　第３ 学友による世界大会が「 会 関 」

の ー で、 つくば にて、２０２３年

５ （土） （ ）に されます。第１ 目は

本で「 本」、第２ 目は ン ルで「

ン ル」として され、 の世界大会は２０

１９年以来 年 りの となります。

　 学友の世界大会は、 学友が世界 ら

まる 会というだけでなく、 学友とロータリア

ンとの を深めることにより、世界平和、国際

善を皆で改めて うとともに、 災地への支援活動

や、地域の活 に がることを目的としています。

　第２ ００地区としても、 学友会は め、

奨学生、ロータリアンも 参加して を深

め世界平和や国際 善に努めたいと考えております。

地区委員会活動方針

３　 の 進

２　 制度の 進

　積極的に世話クラブを して頂けるよう、各ク

ラブに世話クラブになることの リットを して

いきたいと思います。

　なお、２０２ 年 らの 奨学生の世話ク

ラブ、そしてサブ世話クラブの は、２０２ 年

１ ら２ ですので、地区委員会に積極的にお

がけください。

　また、世話クラブ ンセラーを安心して し

て頂けるよう、世話クラブ ンセラー けのオリ

ン ーシ ン（２０２ 年 予定）を更

に したものにします。

　世話クラブ ンセラーオリ ン ーシ ンには、

世話クラブ、サブ世話クラブ、世話クラブ ンセ

ラー、 奨学生が在 する大学の教 などを き、

年間の ち合わせや情報提供に心がけ、世話クラブ、

サブ世話クラブの情報 を し、世話クラブ及び

４　 の理解促進

　 の促進

　 の

　 の

サブ世話クラブ制度の を ります。

　なお、 人の 奨学生に世話クラブの が

した際には、 年度寄付 の いクラブを優先的

に世話クラブとさせていただきます。

　 ての 奨学生に対してサブ世話クラブ制度を

し、大学 ら のクラブや世話クラブの経

の ないクラブにも、 奨学生を年間２ ど訪

させて 奨学生との の 会を ることで、

奨学制度の理解 進に努めます。

　各クラブ らの要請が れば、年間を て、地

区委員会委員はもち 、 奨学生も積極的に卓

話に応 るように心がけ、 奨学制度の理解 進

に努めます。

　地区行 、 バ ー 、ロータリーの友で

奨学 の活動 を し、同 に を

えることで、 奨学 の理解 進に努めます。

　特に、 バ ー の 「 奨学・ 学友

ー ー」には、 ての 奨学生と地区委員が

します。

　 奨学生に、各クラブでの 会卓話や で積

極的に活動してもらうとともに、地区大会では、

奨学生の を義 します。

　各グループの バ ー補 の 々に、 当クラブ

の寄付 を定 的に していただき、 、特

寄付の をお いいたします。

　各クラブには、地区委員会 ら の寄付 を

しますので、 の目標設定をお いします。

地区重点 で る地区 人当たり年間寄付

１５ ０００ の 成を目指します。

　（ 寄付 １人５ ０００ ）

　（特 寄付 １人１ ０００ 以上 ら１０ ０００ ）

　 学友会の や の活用を推

進します。

　奨学 間が終 する 奨学生には、 学友

会に 会してもらい 、 や に

よる情報 を 進することで、 奨学生が

へ する 合にもその を って参ります。

　第３ 学友による世界大会が「 会 関 」

の ー で、 つくば にて、２０２３年

５ （土） （ ）に されます。第１ 目は

本で「 本」、第２ 目は ン ルで「

ン ル」として され、 の世界大会は２０

１９年以来 年 りの となります。

　当委員会は、地域社会奉仕のための委員会で り、

い な ら各クラブの地域社会奉仕活動を支援

することを目的としています。

　本年度は、ロータリー奉仕 ーの として、地区

内第１グループ ら第 グループまで、すべてのグルー

プで 上 プロジェクト「それ れの 上 」

を 施いたします。各クラブとも、この に積極的

にご参加ください。

　また、当委員会は、各クラブの地域社会奉仕活動を

支援する ールとしての、財団の「地区補助金」の 付

となります。各クラブとも、積極的に地区補助金

を活用して した地域社会奉仕活動を してくだ

さい。

　本年度、当委員会は、 ードン・ ッ リー

会長が する「 ンタル ルスの取り組み」について

もチ ンジしていきたいと思っておりますので、各

クラブのご支援、ご協力をお いします。

　ガバナー 員 ー

委員長

　
（鶴岡ＲＣ）

委員会

１　ロータリー ー の

Ⅱ　 会 員会

　 上 をス ージにして、地区内 てのグループ

が となって、環境を ー にした 活動

を行います。

　ロータリー奉仕 ーの として地域社会に 報

し、ロータリアンだけでなく、インターアクター、

ローターアクターを めとする 年を くの

地域の 々、 ート ーとともに を いて、 上

をとおして環境 、そして るさとについて考

えてみまし う。

　この の意義を く 報し、ロータリーの

イ ージの 上につな たいと思います。

　２０２３年１０ １ )に 予定ですが、第

１グループ ら第 グループまで、それ れのグ

ループの バ ー補 、当委員会 当委員、各クラ

ブ 当 の 々と に連携を取りながら、 を

施いたしますので、各クラブの積極的なご参加を

お いします。

　地区補助金を活用した地域社会奉仕活動につきま

しては、その手続も めて、当委員会が各クラブの

活動をバックアップいたします。

　地区補助金を活用した各クラブの地域社会奉仕活

動の成果を、地区 ーム ージ、地区

、 などの ールを って、 く地区内の各

クラブに情報 いたしますので、各クラブの次の

地域社会奉仕活動の ントにしていただくなどして、

地域社会奉仕活動の を っていただきたいと思

います。

　なお、２０２ ２０２５年度に けての地区補

助金の申請 終 付は、２０２ 年３ ３１ と

なっていますので、 を って申請をお いします。

　本年度、当委員会は、 ードン・ ッ リー

会長が する「 ンタル ルスの取り組み」に

ついてもチ ンジしていきたいと思っております。

　当委員会では、「 ンタル ルスの取り組み」に関

する世界 の 間のアイ ア、 を、地区 ー

ム ージ、地区 、 などの ールを

って、 く地区内の各クラブに情報 いたします。

　そして、各クラブにおいて、「 ンタル ルスの取

り組み」に関する奉仕活動を 施した 合には、是非、

当委員会にご報告ください。当委員会が、 く地区

内の各クラブに情報を し、情報を させてい

ただきたいと思います。

　 学友の世界大会は、 学友が世界 ら

まる 会というだけでなく、 学友とロータリア

ンとの を深めることにより、世界平和、国際

善を皆で改めて うとともに、 災地への支援活動

や、地域の活 に がることを目的としています。

　第２ ００地区としても、 学友会は め、

奨学生、ロータリアンも 参加して を深

め世界平和や国際 善に努めたいと考えております。



地区委員会活動方針

　 、 本の生きる は平和し ない。それをアジ

アに、そして世界に理解してもらうためには、 人で

も くの 学生を迎え れ、平和を める 本人と

会い、 関 を築くこと。それこそが、 本のロー

タリーに も さわしい国際奉仕 ではない

奨学 は、１９５２年、このような いを って、

本 のロータリークラブの創立に貢献した

の を して、 ロータリークラブで さ

れました。この はやがて 本の クラブの 同

に し、１９ ７年に財団 人ロータリー

奨学会となりました。

　当地区においても、１９ ９年、世話クラブが

ロータリークラブで ら 大学に 学した奨学

生 ら まり、 ５３年の間に ２ ０ もの奨学生

を け れている、 の る です。

　 奨学会は、奨学金による経済的支援だけでなく、

ロータリークラブ の世話クラブと ンセラー制

度による心の った支援が特 ですが、この の国

際奉仕そして 年奉仕としての意義を地区内の く

のクラブ ら認 してもらい、より に奨学生の

先を りたいものです。

　また、 奨学 は、その資金のすべてをロータ

リアン 人 とりの寄付に っています。皆さまの絶

大なるご協力をお いします。「 える 」を しま

し う。

　ちなみに、 の資 （２０２２ ２３　ロータリー

奨学 　 ）によりますと、２０２１

２２年度の 国平 寄付 は 人 たり １ ００

０ なのに対して第２ ００地区は １ で３ 地

区 ２７ でした（ も い地区は第２５９０地区（

・ ）で ２ ０００ ）。

　さらに、 奨学生を 心とする同 会組 で る

学友会の活 な活動のための支援もお いします。

　ガバナー 員 ー

Ⅱ　 米山 米山 員会

委員長

野　　
（ 西ＲＣ）

・ 委員会

１　 トバ （ ） の バ
　 （ ） の

２　 補 の リ ー

３　 ２ ロータリー
　

Ⅱ　 員会

　２０２３年 ら まる 年 をスムー

に行うため、 ストクラブ、 ストフ リー、

れ高 、 、そしてロータリアンと

に連携して、スムー なア トバ ンド（派遣）学生

の り し、インバ ンド（来 ）学生の け れを

行います。

　 年 ３１ を応 め りとして、２０２

年 に派遣予定（２０２ ２０２５年度 ）の学

生の 、 考を行います。

　対 は、 在、 学３年生 ら高 ２年生です。

ロータリアンのご子 も応 です。９ に 考

を行ったのち、７ 度のオリ ン ーシ ン、

地区合同スプリング ンプを て、派遣に け

た育成を行います。

　応 に たってはロータリークラブにスポンサー

になっていただく 要が り、クラブに して申

し こととしております。学生 ら応 に けた

が りましたらお らせください。

　２０２ 年５ １１ （土） ら１２ （ ）、

会 及び ルを会 に、「第２７

国際ロータリー 本 年 会　 会 」

が されます。

　 国 ら 学生、 、 年 関

百 が い、 年 に対する理解を深める

とともに、友情を育 会となります。

　 会 に地区内ロータリアン ら ご参加い

ただくことによって、 の意義を認 していただ

き、より くのクラブに 年 に参 していた

だきたいと考えています。 スト地区として、

したプログラムになるよう準備を進めて参ります。

　その 提として、 年度は、スポンサーや スト

クラブだけが関わるのではなく、各グループで

学生をサポートできる仕組みを構築していきます。

１　 ーの 進

　積極的に世話クラブを して頂けるよう、各ク

ラブに世話クラブになることの リットを して

いきたいと思います。

　なお、２０２ 年 らの 奨学生の世話ク

ラブ、そしてサブ世話クラブの は、２０２ 年

１ ら２ ですので、地区委員会に積極的にお

がけください。

　また、世話クラブ ンセラーを安心して し

て頂けるよう、世話クラブ ンセラー けのオリ

ン ーシ ン（２０２ 年 予定）を更

に したものにします。

　世話クラブ ンセラーオリ ン ーシ ンには、

世話クラブ、サブ世話クラブ、世話クラブ ンセ

ラー、 奨学生が在 する大学の教 などを き、

年間の ち合わせや情報提供に心がけ、世話クラブ、

サブ世話クラブの情報 を し、世話クラブ及び

サブ世話クラブ制度の を ります。

　なお、 人の 奨学生に世話クラブの が

した際には、 年度寄付 の いクラブを優先的

に世話クラブとさせていただきます。

　 ての 奨学生に対してサブ世話クラブ制度を

し、大学 ら のクラブや世話クラブの経

の ないクラブにも、 奨学生を年間２ ど訪

させて 奨学生との の 会を ることで、

奨学制度の理解 進に努めます。

　各クラブ らの要請が れば、年間を て、地

区委員会委員はもち 、 奨学生も積極的に卓

話に応 るように心がけ、 奨学制度の理解 進

に努めます。

　地区行 、 バ ー 、ロータリーの友で

奨学 の活動 を し、同 に を

えることで、 奨学 の理解 進に努めます。

　特に、 バ ー の 「 奨学・ 学友

ー ー」には、 ての 奨学生と地区委員が

します。

　 奨学生に、各クラブでの 会卓話や で積

極的に活動してもらうとともに、地区大会では、

奨学生の を義 します。

　各グループの バ ー補 の 々に、 当クラブ

の寄付 を定 的に していただき、 、特

寄付の をお いいたします。

　各クラブには、地区委員会 ら の寄付 を

しますので、 の目標設定をお いします。

地区重点 で る地区 人当たり年間寄付

１５ ０００ の 成を目指します。

　（ 寄付 １人５ ０００ ）

　（特 寄付 １人１ ０００ 以上 ら１０ ０００ ）

　 学友会の や の活用を推

進します。

　奨学 間が終 する 奨学生には、 学友

会に 会してもらい 、 や に

よる情報 を 進することで、 奨学生が

へ する 合にもその を って参ります。

　第３ 学友による世界大会が「 会 関 」

の ー で、 つくば にて、２０２３年

５ （土） （ ）に されます。第１ 目は

本で「 本」、第２ 目は ン ルで「

ン ル」として され、 の世界大会は２０

１９年以来 年 りの となります。

　 学友の世界大会は、 学友が世界 ら

まる 会というだけでなく、 学友とロータリア

ンとの を深めることにより、世界平和、国際

善を皆で改めて うとともに、 災地への支援活動

や、地域の活 に がることを目的としています。

　第２ ００地区としても、 学友会は め、

奨学生、ロータリアンも 参加して を深

め世界平和や国際 善に努めたいと考えております。

地区委員会活動方針

３　 の 進

２　 制度の 進

　積極的に世話クラブを して頂けるよう、各ク

ラブに世話クラブになることの リットを して

いきたいと思います。

　なお、２０２ 年 らの 奨学生の世話ク

ラブ、そしてサブ世話クラブの は、２０２ 年

１ ら２ ですので、地区委員会に積極的にお

がけください。

　また、世話クラブ ンセラーを安心して し

て頂けるよう、世話クラブ ンセラー けのオリ

ン ーシ ン（２０２ 年 予定）を更

に したものにします。

　世話クラブ ンセラーオリ ン ーシ ンには、

世話クラブ、サブ世話クラブ、世話クラブ ンセ

ラー、 奨学生が在 する大学の教 などを き、

年間の ち合わせや情報提供に心がけ、世話クラブ、

サブ世話クラブの情報 を し、世話クラブ及び

４　 の理解促進

　 の促進

　 の

　 の

サブ世話クラブ制度の を ります。

　なお、 人の 奨学生に世話クラブの が

した際には、 年度寄付 の いクラブを優先的

に世話クラブとさせていただきます。

　 ての 奨学生に対してサブ世話クラブ制度を

し、大学 ら のクラブや世話クラブの経

の ないクラブにも、 奨学生を年間２ ど訪

させて 奨学生との の 会を ることで、

奨学制度の理解 進に努めます。

　各クラブ らの要請が れば、年間を て、地

区委員会委員はもち 、 奨学生も積極的に卓

話に応 るように心がけ、 奨学制度の理解 進

に努めます。

　地区行 、 バ ー 、ロータリーの友で

奨学 の活動 を し、同 に を

えることで、 奨学 の理解 進に努めます。

　特に、 バ ー の 「 奨学・ 学友

ー ー」には、 ての 奨学生と地区委員が

します。

　 奨学生に、各クラブでの 会卓話や で積

極的に活動してもらうとともに、地区大会では、

奨学生の を義 します。

　各グループの バ ー補 の 々に、 当クラブ

の寄付 を定 的に していただき、 、特

寄付の をお いいたします。

　各クラブには、地区委員会 ら の寄付 を

しますので、 の目標設定をお いします。

地区重点 で る地区 人当たり年間寄付

１５ ０００ の 成を目指します。

　（ 寄付 １人５ ０００ ）

　（特 寄付 １人１ ０００ 以上 ら１０ ０００ ）

　 学友会の や の活用を推

進します。

　奨学 間が終 する 奨学生には、 学友

会に 会してもらい 、 や に

よる情報 を 進することで、 奨学生が

へ する 合にもその を って参ります。

　第３ 学友による世界大会が「 会 関 」

の ー で、 つくば にて、２０２３年

５ （土） （ ）に されます。第１ 目は

本で「 本」、第２ 目は ン ルで「

ン ル」として され、 の世界大会は２０

１９年以来 年 りの となります。

　当委員会は、地域社会奉仕のための委員会で り、

い な ら各クラブの地域社会奉仕活動を支援

することを目的としています。

　本年度は、ロータリー奉仕 ーの として、地区

内第１グループ ら第 グループまで、すべてのグルー

プで 上 プロジェクト「それ れの 上 」

を 施いたします。各クラブとも、この に積極的

にご参加ください。

　また、当委員会は、各クラブの地域社会奉仕活動を

支援する ールとしての、財団の「地区補助金」の 付

となります。各クラブとも、積極的に地区補助金

を活用して した地域社会奉仕活動を してくだ

さい。

　本年度、当委員会は、 ードン・ ッ リー

会長が する「 ンタル ルスの取り組み」について

もチ ンジしていきたいと思っておりますので、各

クラブのご支援、ご協力をお いします。

　ガバナー 員 ー

委員長

　
（鶴岡ＲＣ）

委員会

１　ロータリー ー の

Ⅱ　 会 員会

　 上 をス ージにして、地区内 てのグループ

が となって、環境を ー にした 活動

を行います。

　ロータリー奉仕 ーの として地域社会に 報

し、ロータリアンだけでなく、インターアクター、

ローターアクターを めとする 年を くの

地域の 々、 ート ーとともに を いて、 上

をとおして環境 、そして るさとについて考

えてみまし う。

　この の意義を く 報し、ロータリーの

イ ージの 上につな たいと思います。

　２０２３年１０ １ )に 予定ですが、第

１グループ ら第 グループまで、それ れのグ

ループの バ ー補 、当委員会 当委員、各クラ

ブ 当 の 々と に連携を取りながら、 を

施いたしますので、各クラブの積極的なご参加を

お いします。

　地区補助金を活用した地域社会奉仕活動につきま

しては、その手続も めて、当委員会が各クラブの

活動をバックアップいたします。

　地区補助金を活用した各クラブの地域社会奉仕活

動の成果を、地区 ーム ージ、地区

、 などの ールを って、 く地区内の各

クラブに情報 いたしますので、各クラブの次の

地域社会奉仕活動の ントにしていただくなどして、

地域社会奉仕活動の を っていただきたいと思

います。

　なお、２０２ ２０２５年度に けての地区補

助金の申請 終 付は、２０２ 年３ ３１ と

なっていますので、 を って申請をお いします。

　本年度、当委員会は、 ードン・ ッ リー

会長が する「 ンタル ルスの取り組み」に

ついてもチ ンジしていきたいと思っております。

　当委員会では、「 ンタル ルスの取り組み」に関

する世界 の 間のアイ ア、 を、地区 ー

ム ージ、地区 、 などの ールを

って、 く地区内の各クラブに情報 いたします。

　そして、各クラブにおいて、「 ンタル ルスの取

り組み」に関する奉仕活動を 施した 合には、是非、

当委員会にご報告ください。当委員会が、 く地区

内の各クラブに情報を し、情報を させてい

ただきたいと思います。

　 学友の世界大会は、 学友が世界 ら

まる 会というだけでなく、 学友とロータリア

ンとの を深めることにより、世界平和、国際

善を皆で改めて うとともに、 災地への支援活動

や、地域の活 に がることを目的としています。

　第２ ００地区としても、 学友会は め、

奨学生、ロータリアンも 参加して を深

め世界平和や国際 善に努めたいと考えております。
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３　 タ スの

２　 補助金の

　 上 をス ージにして、地区内 てのグループ

が となって、環境を ー にした 活動

を行います。

　ロータリー奉仕 ーの として地域社会に 報

し、ロータリアンだけでなく、インターアクター、

ローターアクターを めとする 年を くの

地域の 々、 ート ーとともに を いて、 上

をとおして環境 、そして るさとについて考

えてみまし う。 　国際奉仕は、標準ロータリークラブ定 第 第５

によると、「 などを ことや を て、さ

　ガバナー 員 ー

委員長

　
（ ＲＣ）

・ロー リー 委員会

３　 の の

２ ローバ 補助金の

１　 の理解の促進

Ⅱ　 ー ー 員会

　

　当委員会では、「各クラブが 際に取り組 ことが

できる国際奉仕活動」に関する世界 の 間のアイ

ア、 を、地区 ーム ージ、地区

、 などの ールを って、 く地区内の

各クラブに情報 することで、各クラブにおい

て、国際奉仕活動について、その目標を設定し、そ

れに けて具体的行動を こせるよう理解の 進を

ります。

　グローバル補助金への理解を すとともに、グ

ローバル補助金を活用して国際奉仕活動を行うクラ

ブを積極的に支援します。

　グローバル補助金は、人 的プロジェクト、

チーム、および奨学金の３つの 要国際活動に

資金を提供するものですが、特に、本年度は、ロー

タリー財団委員会、補助金・奉仕プロジェクト委員

会と連携しながら、グローバル補助金奨学金制度の

活用（グローバル補助金を活用しての奨学生の派

遣）に けての具体的な準備を進めたいと思います。

　インターアクトやローターアクトは、世界 に

くの 間がいます。

　そこで、インターアクト委員会やローターアクト

委員会と連携しながら、 等のバーチ ルな

手 を用いて、 のインターアクトクラブやロー

ターアクトクラブとの意 イ ント等（国際平

和のための 会）を 行します。 間の

ーシ ンと理解を深め、参加するインターアク

ターやローターアクターのス ルアップを るとと

もに、ロータリーフ リーで ることを して

もらい、国際平和構築につな ます。

　当委員会は、ロータリー学友（インターアクト、

ローターアクト、 、 年 、ロータリー

平和フェローシップ、グローバル補助金奨学金等の

ロータリープログラムの 参加 ）及びロータリー

学友会の となる委員会です。ロータリー学友は、

ロータリーの を するロータリーフ

リーの 重な 員で り、ロータリー学友会は、ロー

タリー学友が奉仕と を するために 成され

たグループです。各クラブにお れても、積極的な

支援をお いします。

　この の意義を く 報し、ロータリーの

イ ージの 上につな たいと思います。

　２０２３年１０ １ )に 予定ですが、第

１グループ ら第 グループまで、それ れのグ

ループの バ ー補 、当委員会 当委員、各クラ

ブ 当 の 々と に連携を取りながら、 を

施いたしますので、各クラブの積極的なご参加を

お いします。

　地区補助金を活用した地域社会奉仕活動につきま

しては、その手続も めて、当委員会が各クラブの

活動をバックアップいたします。

　地区補助金を活用した各クラブの地域社会奉仕活

動の成果を、地区 ーム ージ、地区

、 などの ールを って、 く地区内の各

クラブに情報 いたしますので、各クラブの次の

地域社会奉仕活動の ントにしていただくなどして、

地域社会奉仕活動の を っていただきたいと思

います。

　なお、２０２ ２０２５年度に けての地区補

助金の申請 終 付は、２０２ 年３ ３１ と

なっていますので、 を って申請をお いします。

　本年度、当委員会は、 ードン・ ッ リー

会長が する「 ンタル ルスの取り組み」に

ついてもチ ンジしていきたいと思っております。

　当委員会では、「 ンタル ルスの取り組み」に関

する世界 の 間のアイ ア、 を、地区 ー

ム ージ、地区 、 などの ールを

って、 く地区内の各クラブに情報 いたします。

　そして、各クラブにおいて、「 ンタル ルスの取

り組み」に関する奉仕活動を 施した 合には、是非、
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委員長

　
（ ＲＣ）

４　ロータリー の

　当委員会では、「各クラブが 際に取り組 ことが
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　ガバナー 員 ー

委員長
パストガバナー

　
（ 田 ＲＣ）

ロー リー 委員会

　１９１７年、ロータリー・クラブ国際連合会で第７

代目会長アーチ・クランフは「世界で良いことをしよ

う」と提唱しました。その提案に呼応して創立された

ロータリー財団は、２０１７年に創立百周年を迎えま

した。

　地区内のロータリークラブ、ロータリアンが、１００

年以上に渡り世界で活動してきたロータリー財団の成

　ガバナー 員 ー

金・ プロ ェ 委員会

２　 リ ス基金 の 理解 の

４　 ローバ 補助金の の

３　 補助金の

１　ロータリー財団 の １ １ の
　

Ⅱ　 ー ー 員会

　ロータリー財団への寄付金については、年間 人

当たり１５０ドルの寄付をお いしていきます。

　うち５０ドルは年次基金の 寄付としてクラブ

年会 の ら 動的に寄付をすることになってい

ますが、プラスアルフ については、当地区は 国

的にみて なり い（ここ 年間の によります

と、 人当たりの年次基金の 国平 寄付 は １

０ドルなのに対して第２ ００地区は １１０ド

ル 度で推 しているようです）ため、地区内 ロー

タリアンに５０ドルの 寄付に加え、会員の意思

で特 寄付としてプラスアルフ のご協力がいただ

けるよう にお いいたします。

　当地区では、下 ２のポリオプラス基金（ 指

定寄付）についても、年間１人当たり２０ドルはク

ラブ年会 の ら 動的に寄付をすることになっ

ています。そうしますと、ロータリー財団への寄付

年間１人当たり合 １５０ドル目標とすると、年次

基金としては年間１人当たり ０ドルのプラスアル

フ のご協力が 要だということになります。

　２０２２年は スタン、 ン ークにおいて

ポリオ が年間３０人と しました。 ０

年にわたり継続されてきた国際ロータリー 大の活

動で るポリオ 活動を 終的成 に くために、

改めてポリオプラス基金（ 指定寄付）へのご理解、

ご協力をお いします。

　地域奉仕委員会とロータリー財団委員会が連携し

て、各クラブが、ロータリークラブでなければでき

ない地域へのすばらしい奉仕活動を地区補助金制度

を活用して されることをお手 いいたします。

　グローバル補助金を活用しての国際奉仕活動の

について していきます。

　活動の種 としては、 人 的プロジェクト、

、 奨学金制度の３つが りますが、本年度は、

国際奉仕・ロータリー学友委員会と連携して、 の

グローバル補助金奨学金制度の活用（グローバル補

助金を活用しての奨学生の派遣）に けての具体的

な準備を進めたいと思います。

果や存在意義を認識し、地域や世界での活動を推進す

る手助けとなる様、補助金・奉仕プロジェクト委員会は、

以下の活動を行い、皆様をサポートします。
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委員長
パストガバナー

池田　德博
（鶴岡西ＲＣ）

資金推進・管理
（平和フェロー・ポリオプラス）委員会

　１９１７年、ロータリー・クラブ国際連合会で第７

代目会長アーチ・クランフは「世界で良いことをしよ

う」と提唱しました。その提案に呼応して創立された

ロータリー財団は、２０１７年に創立百周年を迎えま

した。

　地区内のロータリークラブ、ロータリアンが、１００

年以上に渡り世界で活動してきたロータリー財団の成

３　ロータリー財団の重点分野

４　ロータリー財団の認証制度

１　各種基金の理解の促進

２　各種補助金の広報と情報提供

Ⅱ　 員会

　ロータリー財団の基礎となる年次基金の仕組みを

理解頂き、積極的に寄付をする土壌造りを目指します。

　また、将来の財団を支える恒久基金への理解を深

めて頂く活動を行います。

　さらに、災害救援やポリオプラス基金等他の基金

への理解を深めて頂く活動を行います。

　各種補助金に関する理解を深める活動を行います。

特に、参加資格認定と資金管理、補助金の申請プロ

セス、報告要件に関する情報提供を行います。

　A)　ポリオプラス補助金

　B)　地区補助金（地域奉仕委員会と連携）

　C)　グローバル補助金（国際奉仕・ロータリー

　　　学友委員会と連携）

　D)　大規模プログラム補助金

　E)　災害救助補助金

　F)　ロータリー平和フェローシップ

　ロータリー財団の重点分野に関する情報提供を行

います。

　 和

　　戦争が終わり平和が訪れれば、子どもたちは安

　　心して暮らせます

　 会

　　更に安定した経済活動が保証され、家庭の安定

　　につながります

　

　　安定した社会ではインフラの整備が進み衛生環

　　境が改善されます

　

　　衛生環境が改善し、医療施設の整備が進めば予

　　防医学が進みます

　 子

　　衛生環境や医療環境の改善は母子の健康改善に

　　つながります

　 上

　　社会環境の改善は教育を推進し、更に社会環境

　　が改善されます

　

　　高度に教育された人々と安定した社会は環境の

　　保護を優先します

　ロータリー財団の認証制度に関する情報提供を行い、

理解を深めていただきます。

　当委員会の活動は、以下を目標として取り組みます。

１　地区目標となっております、ロータリー財団への寄

付１人年間１５０ドルを目標として、皆さまのご理解

とご協力を頂けますよう、卓話等の活動を推進してま

いりますので、是非、ご要請ください。

２　当委員会は、平和フェロー及びポリオプラスに対す

る地区の寄付をこれまでと同様に継続することで、世

界平和の構築及びポリオの根絶に対して、地区として

積極的に貢献すべきと考えております。

３　地域奉仕委員会、国際奉仕・ロータリー学友委員会、

補助金・奉仕プロジェクト委員会とも協力して、地区

補助金及びグローバル補助金の活用の奨励に努めます。

　特に、本年度は、グローバル補助金奨学金の活用（グ

ローバル補助金を活用しての奨学生の派遣）について、

具体的な準備を進めたいと思います。

果や存在意義を認識し、地域や世界での活動を推進す

る手助けとなる様、補助金・奉仕プロジェクト委員会は、

以下の活動を行い、皆様をサポートします。

　平 ローとは、ロータリー平

ロー ッ ロ のことです。

　この ロ は、平 と の分

で に活 できる人 を するこ

とを とした、 ロータリー（ ）が

する ロ です。

　この を するため、ロータリーは、

世 の と し、 つのロー

タリー平 ンターが設 され、

（平 ）年か 生の受け入れと ロ

の 営を行っています。

　 が では、 基 （ 　

）にロータリー平 ンターが設

され、平 と の分 の 取

を す人のための ロ が

されています。

ガバナーは語る

に い



地区委員会活動方針 / 平和フェローについて

委員長
パストガバナー

池田　德博
（鶴岡西ＲＣ）

資金推進・管理
（平和フェロー・ポリオプラス）委員会

　１９１７年、ロータリー・クラブ国際連合会で第７

代目会長アーチ・クランフは「世界で良いことをしよ

う」と提唱しました。その提案に呼応して創立された

ロータリー財団は、２０１７年に創立百周年を迎えま

した。

　地区内のロータリークラブ、ロータリアンが、１００

年以上に渡り世界で活動してきたロータリー財団の成

３　ロータリー財団の重点分野

４　ロータリー財団の認証制度

１　各種基金の理解の促進

２　各種補助金の広報と情報提供

Ⅱ　 員会

　ロータリー財団の基礎となる年次基金の仕組みを

理解頂き、積極的に寄付をする土壌造りを目指します。

　また、将来の財団を支える恒久基金への理解を深

めて頂く活動を行います。

　さらに、災害救援やポリオプラス基金等他の基金

への理解を深めて頂く活動を行います。

　各種補助金に関する理解を深める活動を行います。

特に、参加資格認定と資金管理、補助金の申請プロ

セス、報告要件に関する情報提供を行います。

　A)　ポリオプラス補助金

　B)　地区補助金（地域奉仕委員会と連携）

　C)　グローバル補助金（国際奉仕・ロータリー

　　　学友委員会と連携）

　D)　大規模プログラム補助金

　E)　災害救助補助金

　F)　ロータリー平和フェローシップ

　ロータリー財団の重点分野に関する情報提供を行

います。

　 和

　　戦争が終わり平和が訪れれば、子どもたちは安

　　心して暮らせます

　 会

　　更に安定した経済活動が保証され、家庭の安定

　　につながります

　

　　安定した社会ではインフラの整備が進み衛生環

　　境が改善されます

　

　　衛生環境が改善し、医療施設の整備が進めば予

　　防医学が進みます

　 子

　　衛生環境や医療環境の改善は母子の健康改善に

　　つながります

　 上

　　社会環境の改善は教育を推進し、更に社会環境

　　が改善されます

　

　　高度に教育された人々と安定した社会は環境の

　　保護を優先します

　ロータリー財団の認証制度に関する情報提供を行い、

理解を深めていただきます。

　当委員会の活動は、以下を目標として取り組みます。

１　地区目標となっております、ロータリー財団への寄

付１人年間１５０ドルを目標として、皆さまのご理解

とご協力を頂けますよう、卓話等の活動を推進してま

いりますので、是非、ご要請ください。

２　当委員会は、平和フェロー及びポリオプラスに対す

る地区の寄付をこれまでと同様に継続することで、世

界平和の構築及びポリオの根絶に対して、地区として

積極的に貢献すべきと考えております。

３　地域奉仕委員会、国際奉仕・ロータリー学友委員会、

補助金・奉仕プロジェクト委員会とも協力して、地区

補助金及びグローバル補助金の活用の奨励に努めます。

　特に、本年度は、グローバル補助金奨学金の活用（グ

ローバル補助金を活用しての奨学生の派遣）について、

具体的な準備を進めたいと思います。

果や存在意義を認識し、地域や世界での活動を推進す

る手助けとなる様、補助金・奉仕プロジェクト委員会は、

以下の活動を行い、皆様をサポートします。

　平 ローとは、ロータリー平

ロー ッ ロ のことです。

　この ロ は、平 と の分

で に活 できる人 を するこ

とを とした、 ロータリー（ ）が

する ロ です。

　この を するため、ロータリーは、

世 の と し、 つのロー

タリー平 ンターが設 され、

（平 ）年か 生の受け入れと ロ

の 営を行っています。
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７月１日のガバナー会について

　ロータリー年 は 月 日に まり、 月 日に りますが、 年、 月 日は で 中に「

ー会」、 か は「 ー ー 会」が されます。

　 ー会は、 の ーが 合し、日本における ロータリーの役員として、 ロー

タリーの きや 会長の方 を し合い、それ れの のロータリー活 の活 を るための

見 を行う場であり、 年、 か されます。

　 月 日の ー会は、 たち、新米 ーの ック 会です。 員が、やる気に ち

あ れています。

　 か の「 ー ー 会」では、先輩の ス ーか の をいただき、

また、 ーエレク の自 なども行 れます。

ガバナーは語る

会に い

ガバナー Ｒ ー ー ガバナー　 は

ガバナー 白鷹ＲＣ佐藤 ガバナー 鶴 ＲＣ ガバナー会会 ＲＣ
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シンガポール国際大会のご案内ガバナー表敬訪問

山形 佐藤山形

　 月 日（月）の 、新年 スター を 念して、早 、 事 び

長の表 を行いました。

　 分か は 事を表 しました。 事の である は も お世

になった先輩 さんで、 の会員でもありましたので、 事もロータリーのことは良く

じ上げております。ロータリーの や米 のことにも が びました。

　 分か は 長を表 しました。 長のまちづくりの基本 な え方を

お きし、ロータリーとも を し合い していきたいとのことでした。

　 ー の ー 、 ー 、 ー の会長さん、そして、小 事、

員長にもご 行いただきました。

　先日、 は、 事と 長については、新年 の最 の日に表 をしたいと思い ち、 が っ

ている中、ご 理を し上げて を いていただきました。ご理 くださった 事、

長に感 いたします。

ガバナーは語る

事 に ました

山形新 　 　

　 月 日（ ）の 、 アタ ーにて 新 ー の表 をさせていただきました。

　 、 ー 、小 、 スタッ の他、 ー の のク ブ会長にご 行

いただきました。

　 新 会長、 社長、

社長にご いただき、 か は

のロータリー奉仕 ー事業「それ れの最上 」

についてご を し上げました。 新 ー も、

最上 に しては、長年「最上 」事業や「最

上 ロを く」事業を しており、

の なる 「最上 」に する じ いを するこ

とができました。

ガバナーは語る

新 に ました
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ポリオプラスと世界ポリオデーについて / お知らせ

さい！ ！さい！ ！

ー ー ー
 

ー ー
 Ｒ

　世 か リ （ 、以 は「小 」と ばれた）を することを に、 （

）年か まったロータリーの リ ク ンを利 した 活 。

　 （ ）年か は、 リ スとして、 リ の他、 どもの に 行する 類の

（ 日 、 テリア、 、 、 核の ）の の も行 れました。

　その 、 リ スの「 ス」は、 リ が常 する （ア スタン、 スタン）での リ

感 にとどま す、 リ がこの世か なくなった にも、 かの感 との いを えていくこ

とも するようになりました。

　つまり、 リ スの「 ス」は、 では、 リ の取り みによって築かれた 営ス 、

のノ 、 ンテ アを めとする人 の活 方 のノ などを、他の に活か

していくことも しているのです。

　そして、 年 月 日は「世 リ ー」です。この日は、 めて リ ク ンを した ー

を いた米 の 者 ス ークさんの 生日です。

　この日は、世 中のロータリアンが、 リ に けた ン を します。皆さまのク ブでも、

月 日、ないしはその あたりで、 、ロータリーの リ ス活 の理 を める ン

を してみた いかがでしょう。

　 としては、 月 日と 日に されます 会の中で、「 リ ー」を まえた ン

を 、 しますので、ご をお いいたします。

　「 ー に する基本方 」の 「事 備」（ ）

　（ ） ー を いてのク ブ 議会の
　　　　 ー の までに、 ー を いてク ブ 議会を し、ク ブの 、活
　　　 と 果、 念などを事 に 分に し合ってください。また、 に してのご 、ご につ
　　　いてもご 議 います。
　　　　ク ブ 議会 に、 ー を じて ーか の をお せすることもありますので、
　　　その にはその についてもご 議 います。

および の の 表の表 は、いずれも「 の 」です。

　「 ーエレク 」の「 年 」

　　総 　

表 　「 月の ス ー 」

　　 日（ ）　 長表
　　 日（ ）　 （ ）

ガバナーは語る

に い

情報は

地区

お寄せください

情報は

地区

お寄せください

2023年7月15日　

年62

職業分類 小売業

　 嘉

お

（かん　のりよし）

上ＲＣ

新会員紹介

新 会 員 紹 介

ガバナーは語る

新会員をあたたかく迎えましょう！

　新会員の皆さま、ロータリーにようこそ！
　ロータリーの核心は「奉仕の理念」です。難しいことではありません。「世のため人のために、自分に何がで
きるか」ということです。「他人を思いやる心」と言ってもいいでしょう。
　そして、奉仕という気高い志に基づく行為は、奉仕を受ける人たちに良い効果を与えますが、それ以上に
奉仕をする側の者にも、幸福感、喜びなど、人生で最良の価値を与えてくれるはずです。
　つまり、利他の精神が自分の幸せにつながる、そして自分を活かす道であるということです。
　新会員の皆さま、一緒にロータリーを、そして人生を楽しみましょう！
　新会員を迎え入れる先輩ロータリアンの皆さま、新会員に一日も早く、ロータリーの中での居場所を見つ
けてあげましょう！

米沢ＲＣ

安部 幸裕
（あべ ゆきひろ）

米沢ＲＣ

安部　徹
（あべ とおる）

米沢おしょうしなＲＣ

片山 朋彰
（かたやま ともあき）

職　　業/ ㈲西方燃料店 

役　　職/ 代表取締役

職業分類/ 燃料小売業

生年月日/ 1981年3月5日

入 会 日/ 2023年7月1日

高畠ＲＣ

西方 茂太
（にしかた しげた）

職　　業/ ㈲旅館エビスヤ

役　　職/ 代表取締役

職業分類/ 旅館業

生年月日/ 1981年12月26日

入 会 日/ 2023年7月1日

高畠ＲＣ

井田 和史
（いだ かずし）

職　　業/ 錦爛酒造㈱

役　　職/ 代表取締役

職業分類/ 酒造業

生年月日/ 1976年10月15日

入 会 日/ 2023年7月1日

職　　業/ 自営

役　　職/ 華道師範

職業分類/ 華道

生年月日/1957年12月31日

入 会 日/2023年7月6日

職　　業/ ㈱建装

役　　職/ 代表取締役

職業分類/ 建設業

生年月日/ 1974年10月17日

入 会 日/ 2023年7月13日

職　　業/ ㈱日本ブレス広告社

役　　職/ 代表取締役社長

職業分類/ 広告代理業

生年月日/ 1970年5月11日

入 会 日/ 2023年7月20日

職　　業/ ㈱建装テクノ

役　　職/ 代表取締役社長

職業分類/ 建築塗装業

生年月日/1974年2月9日

入 会 日/2023年7月27日

職　　業/ 精英堂印刷㈱

役　　職/ 代表取締役社長

職業分類/ 平版印刷

生年月日/ 1968年4月3日

入 会 日/ 2023年7月1日

職　　業/ 米沢商工会議所

役　　職/ 専務理事

職業分類/ 商工会議所

生年月日/ 1960年6月9日

入 会 日/ 2023年7月1日

職　　業/ ㈱丹工社塗装所

役　　職/ 常務

職業分類/ 塗装業

生年月日/ 1966年10月23日

入 会 日/ 2023年7月3日

職　　業/ ㈱ユアテック米沢営業所

役　　職/ 所長

職業分類/ 総合設備業

生年月日/ 1966年11月22日

入 会 日/ 2023年7月4日

高畠ＲＣ

後藤 隆暢
（ごとう たかのぶ）

山形北ＲＣ

近藤 啓太郎
（こんどう けいたろう）

山形北ＲＣ

鈴木 淳悦
（すずき じゅんえつ）

山形北ＲＣ

大場　亮
（おおば りょう）

米沢上杉ＲＣ

佐藤 和英
（さとう かずひで）

白鷹ＲＣ

関 千鶴子
（せき ちずこ）

新会員情報は

地区事務局に

お寄せください

新会員情報は

地区事務局に

お寄せください



ポリオプラスと世界ポリオデーについて / お知らせ

さい！ ！さい！ ！

ー ー ー
 

ー ー
 Ｒ

　世 か リ （ 、以 は「小 」と ばれた）を することを に、 （

）年か まったロータリーの リ ク ンを利 した 活 。

　 （ ）年か は、 リ スとして、 リ の他、 どもの に 行する 類の

（ 日 、 テリア、 、 、 核の ）の の も行 れました。

　その 、 リ スの「 ス」は、 リ が常 する （ア スタン、 スタン）での リ

感 にとどま す、 リ がこの世か なくなった にも、 かの感 との いを えていくこ

とも するようになりました。

　つまり、 リ スの「 ス」は、 では、 リ の取り みによって築かれた 営ス 、

のノ 、 ンテ アを めとする人 の活 方 のノ などを、他の に活か

していくことも しているのです。

　そして、 年 月 日は「世 リ ー」です。この日は、 めて リ ク ンを した ー

を いた米 の 者 ス ークさんの 生日です。

　この日は、世 中のロータリアンが、 リ に けた ン を します。皆さまのク ブでも、

月 日、ないしはその あたりで、 、ロータリーの リ ス活 の理 を める ン

を してみた いかがでしょう。

　 としては、 月 日と 日に されます 会の中で、「 リ ー」を まえた ン

を 、 しますので、ご をお いいたします。

　「 ー に する基本方 」の 「事 備」（ ）

　（ ） ー を いてのク ブ 議会の
　　　　 ー の までに、 ー を いてク ブ 議会を し、ク ブの 、活
　　　 と 果、 念などを事 に 分に し合ってください。また、 に してのご 、ご につ
　　　いてもご 議 います。
　　　　ク ブ 議会 に、 ー を じて ーか の をお せすることもありますので、
　　　その にはその についてもご 議 います。

および の の 表の表 は、いずれも「 の 」です。

　「 ーエレク 」の「 年 」

　　総 　

表 　「 月の ス ー 」

　　 日（ ）　 長表
　　 日（ ）　 （ ）

ガバナーは語る

に い

情報は

地区

お寄せください

情報は

地区

お寄せください

2023年7月15日　

年62

職業分類 小売業

　 嘉

お

（かん　のりよし）

上ＲＣ

新会員紹介

新 会 員 紹 介

ガバナーは語る

新会員をあたたかく迎えましょう！

　新会員の皆さま、ロータリーにようこそ！
　ロータリーの核心は「奉仕の理念」です。難しいことではありません。「世のため人のために、自分に何がで
きるか」ということです。「他人を思いやる心」と言ってもいいでしょう。
　そして、奉仕という気高い志に基づく行為は、奉仕を受ける人たちに良い効果を与えますが、それ以上に
奉仕をする側の者にも、幸福感、喜びなど、人生で最良の価値を与えてくれるはずです。
　つまり、利他の精神が自分の幸せにつながる、そして自分を活かす道であるということです。
　新会員の皆さま、一緒にロータリーを、そして人生を楽しみましょう！
　新会員を迎え入れる先輩ロータリアンの皆さま、新会員に一日も早く、ロータリーの中での居場所を見つ
けてあげましょう！

米沢ＲＣ

安部 幸裕
（あべ ゆきひろ）

米沢ＲＣ

安部　徹
（あべ とおる）

米沢おしょうしなＲＣ

片山 朋彰
（かたやま ともあき）

職　　業/ ㈲西方燃料店 

役　　職/ 代表取締役

職業分類/ 燃料小売業

生年月日/ 1981年3月5日

入 会 日/ 2023年7月1日

高畠ＲＣ

西方 茂太
（にしかた しげた）

職　　業/ ㈲旅館エビスヤ

役　　職/ 代表取締役

職業分類/ 旅館業

生年月日/ 1981年12月26日

入 会 日/ 2023年7月1日

高畠ＲＣ

井田 和史
（いだ かずし）

職　　業/ 錦爛酒造㈱

役　　職/ 代表取締役

職業分類/ 酒造業

生年月日/ 1976年10月15日

入 会 日/ 2023年7月1日

職　　業/ 自営

役　　職/ 華道師範

職業分類/ 華道

生年月日/1957年12月31日

入 会 日/2023年7月6日

職　　業/ ㈱建装

役　　職/ 代表取締役

職業分類/ 建設業

生年月日/ 1974年10月17日

入 会 日/ 2023年7月13日

職　　業/ ㈱日本ブレス広告社

役　　職/ 代表取締役社長

職業分類/ 広告代理業

生年月日/ 1970年5月11日

入 会 日/ 2023年7月20日

職　　業/ ㈱建装テクノ

役　　職/ 代表取締役社長

職業分類/ 建築塗装業

生年月日/1974年2月9日

入 会 日/2023年7月27日

職　　業/ 精英堂印刷㈱

役　　職/ 代表取締役社長

職業分類/ 平版印刷

生年月日/ 1968年4月3日

入 会 日/ 2023年7月1日

職　　業/ 米沢商工会議所

役　　職/ 専務理事

職業分類/ 商工会議所

生年月日/ 1960年6月9日

入 会 日/ 2023年7月1日

職　　業/ ㈱丹工社塗装所

役　　職/ 常務

職業分類/ 塗装業

生年月日/ 1966年10月23日

入 会 日/ 2023年7月3日

職　　業/ ㈱ユアテック米沢営業所

役　　職/ 所長

職業分類/ 総合設備業

生年月日/ 1966年11月22日

入 会 日/ 2023年7月4日

高畠ＲＣ

後藤 隆暢
（ごとう たかのぶ）

山形北ＲＣ

近藤 啓太郎
（こんどう けいたろう）

山形北ＲＣ

鈴木 淳悦
（すずき じゅんえつ）

山形北ＲＣ

大場　亮
（おおば りょう）

米沢上杉ＲＣ

佐藤 和英
（さとう かずひで）

白鷹ＲＣ

関 千鶴子
（せき ちずこ）

新会員情報は

地区事務局に

お寄せください

新会員情報は

地区事務局に

お寄せください






